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山本 詔一さん/郷土史家、横須賀市近代歴史遺産活用事業推進協議会会長 
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「よこすか近代遺産の発見～横須賀製鉄所が残したもの150年～」 
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水沼 淑子さん/関東学院大学人間環境学部人間環境デザイン学科教授、横須賀
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■フォーラム概要

名　称 ： 第20回都市景観フォーラム

テーマ ： よこすか近代遺産の発見～横須賀製鉄所が残したもの150年～

日　時 ： 平成27年2月8日(日）　13時開場　13時30分開演

会　場 ： ヴェルクよこすか　6Fホール

参加者 ： 233名

■プログラム

開会

主催者挨拶：増田　務 / よこすか都市景観協議会会長
共催者挨拶：田神　明 / 横須賀市副市長

「第5回よこすか都市景観協議会賞」授賞式

受賞活動

  後世に伝える浦賀の鏝絵普及活動 / 浦賀鏝絵の会　辰巳忠志

  横須賀「海と船が見える坂道」発掘・マップ作成活動 / 吉田秀樹

  広告景観推進協力員の活動 / 広告景観推進協力員

  芦名　淡島神社の流し雛 / 淡島神社

  市立万代会館の文化祭活動 / 横須賀建築探偵団

基調講演

山本　詔一さん 


/ 郷土史家、横須賀市近代歴史遺産活用事業

推進協議会会長

テーマ：横須賀製鉄所から造船所へ

休憩

パネルディスカッション

コーディネーター

 水沼　淑子さん / 関東学院大学人間環境学部人間環境デザイン

  　　　　　　　 学科教授、横須賀市文化財専門審議会委員
 
パネリスト

 長島 靖夫さん/ よこすか都市景観協議会元会長

 山本 詔一さん/ 郷土史家、横須賀市近代歴史遺産活用事業推進協議会会長

 米山 淳一さん/ 公益社団法人 横浜歴史資産調査会常務理事

 亀井 泰治さん/ 横須賀市公共建築課課長補佐

 菊地 勝広さん/ 横須賀市自然・人文博物館学芸員

終了

※本書は、フォーラムの内容を記録としてまとめたもので、報告書の内容は事務局の文責で編集したものです。
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■会場風景

■主催者挨拶   ■共催者挨拶
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《 第５回よこすか都市景観協議会賞 》

■授賞式

■受賞景観の紹介

【後世に伝える浦賀の
鏝絵普及活動】 

【芦名　淡島神社の流し雛】
淡島神社

【市立万代会館の文化祭活動】
横須賀建築探偵団

浦賀鏝絵の会　辰巳忠志

【広告景観推進協力員の活動】
広告景観推進協力員

吉田秀樹

　【横須賀「海と船が見える坂道」
発掘・マップ作成活動】　
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基調講演 

『横須賀製鉄所から造船所へ』 

山本詔一さん 

（郷土史家、横須賀市近代歴史遺産活用事業 

推進協議会会長） 

 

 

こんにちは。紹介をいただきました山本でございま

す。20回目を迎えました都市景観フォーラム、そして

第５回都市景観協議会賞受賞の方々、おめでとうござ

います。 

 20回なんていう節目の年に私でよかったのかなと思

っています。副市長も挨拶の中で、市長が150年、150

年と言っていろいろなことをやっているよと言ってい

るけれども、本当は何もやっていません。 

 やっているのは、私があっち行ったり、こっち行っ

たり話をしているので、もう少し市長さんに話を聞い

てもらえるとありがたいなという、そのぐらいのこと

はやっぱり言ったほうがいいかなと思います。150年、

150年と言う割には本当に話をよく聞いていないので、

若い市長さんだからもう少し年寄りの話を聞いたほう

がいいよと、そういうふうに思っております。 

 今日も150年ということで、これも冠事業の１つで、

今日だって田神副市長はもう部長さんの時代からよく

知っているので、私の話は何度も聞いていただいてい

るから、別にそんなに聞かなくてもいいよと。一番聞

いてもらいたい人が来ないから、何だろうなという。

そういうことでございまして、今日は打ち合わせのと

きからずっとぼやいていまして。 

猿島と浦賀にあります燈明堂の上に千代ケ崎砲台と

いうものが残っていますが、要するに、近代になって

から砲台という大砲が据えられたところでもって、全

国で初めて国の史跡とされたのです。これは、普通の

ものですと国の重要文化財というもので、これよりも

っとすぐれますと国宝になるわけですけれども、実は

先週、今日の私の肩書になっております「近代歴史遺

産活用事業推進協議会」の会長というので、国の重要

文化財に初めて砲台ができたよという会があったわけ

です。 

 そういう大変に重要な会だったのですが、昨日館山

へ行ってきました。館山には大変よく、いろいろな砲

台が残っています。そういうのを見ていると、横須賀

だってもっと頑張らないと。最初の近代砲台って観音

崎から発祥しまして、ずっとできてきているわけです。

それは横須賀という地理的な環境が持つ重要性という

ものがあるわけです。 

 ペリーが来航して横浜が開港されました。そこで神

奈川奉行所をつくるときに、浦賀奉行所の能力を全部

神奈川奉行所へ持っていき、これからは神奈川奉行所、

要するに、横浜でやろうと言われたぐらいに、この横

須賀エリアの中には、幕末から維新期にかけて重要な

役割を果たしていた使節や人物がいたわけです。そう

いう中で、造船所がこの湾港口にできてくるわけです。 

 このように、横須賀の地理的な場所というのは、今

さら皆さんにお話ししなくても分かっているよと思う

かもしれませんけれども、分かっている割には重要性

というものについて横須賀の人が意外と気がついてい
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ないということに私が懸念しているところです。横須

賀の重要性というのが、実は大変に持っているものが

あって、しかも横須賀にはこんなにたくさんいろいろ

なものがまだ残っているのです。 

 これから観光立市としてやっていきたいということ

で、新しい部が４月以降できるのだそうですけれども、

そのようなものをうまく生かせないと、せっかくつく

っても何もならなくなってしまうぞということで、今

日のお話をさせていただきます。 

 年をとってきましたから、ちょっといやみが多いと

ころもあると思いますけれども、いやみを心地よく聞

いていただいて、そうだと思って帰っていただければ

と思います。 

 今日、申し訳ありません。こういうふうになるだろ

うと思ったので、レジュメも何も用意しておりません

けれども、景観フォーラムということでお話をします。 

 

 実は、現在の米海軍の基地になっていますところは、

大変に美しい場所だったということなんです。今、私

が知る限りでは、これが三浦半島へ来た人の最初の紀

行文だろう、室町時代には１本あるんですけれども、

江戸時代になりましてからは、本格的な紀行文として

はこれが初めてだろうというものがありまして、1801

年、享和元年という年に、一鸛堂白英、一鸛堂という

のは一つの鸛と書きます。一鸛堂。白英は白いに英国

の英。イギリスのあの英国の英を書きます。一鸛堂白

英という俳句をやっていた人が、４人の仲間とこの三

浦半島を訪れている「三浦紀行」という紀行文が残っ

ています。 

 その紀行文、本当は横浜の杉田の梅を見に来たんで

すけれども、その梅を見に来て、おいちょっと足を延

ばして浦賀の奉行所に知り合いがいるからそこへ行か

ないかというので、ああ、いいね、足を延ばそうよ。

そういえば途中に金沢八景と呼ばれている大変いいと

ころがあるっていうじゃないか。じゃあそこも一緒に

見ながら、今度は船で渡っていったらおもしろいんじ

ゃないか。で、金沢へ１泊します。金沢八景をゆっく

り見まして、野島へ戻りました。野島から船に乗りま

して、横須賀へ渡ってくるというのが普通のコースだ

ったわけです。 

 現在残っています浦賀道というのがありまして、十

三峠なんていう何度か歩いた方がいらっしゃるかもし

れませんけれども、この十三峠を越えるのは、これは

よほど歩くのが好きな人。今でも横須賀に歩け歩け協

会というのがあります。大体１時間でもって5.5キロ

から６キロ近く歩くという、何も見ないでしゃにむに

歩くというグループがありまして、またそうやってい

やみを言うと言われます。私はできれば２時間かけて

１キロのところを見たほうがいいな。そうすると、ど

こに何があってというのがそうなんで、亀の歩みなん

ですけれども、ウサギのごとく、わっと走る。足の速

かったのは吉田松陰という、今、「花燃ゆ」という大

河ドラマでやっているんだそうですけれども、足の速

かった人。 

 この一鸛堂白英さんたちのグループは、比較的のん

びりと歩いていきました。それで、横須賀まで船を求

めて、船に乗ってここへ来ます。そこに書いてあるの

は、「この海岸およそ一里ばかり、鉈切村、雀ヶ浦一
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本松、それから烏帽子岩を右に見、夏島、福島、猿島

を左にこぎゆきて、このところ余の筆に及びがた

し。」 

 一鸛堂白英さん、ずっと紀行文をつけてくるわけで

あります。そこで金沢八景でも俳句を歌っていますけ

れども、この船に乗って野島から横須賀までの間の景

色が、私の筆には書きあらわすことができない。私の

筆には書きあらわすことができないというのは、余り

にも美し過ぎて、このことを言えないよというぐらい

な美しさ。 

 この期間の横須賀への交通路。このほかにも何冊か

紀行文が残っています。幕末から明治の初め。簡単に

いいますと、横須賀線が敷けるまで、ほぼこのコース

を通ってきますと、皆さんが何ときれいなところなん

だというので、明治になりましてからの紀行文の中に

は、ここは「湘南の松島」だと言われています。「湘

南の松島」と呼ばれているような風景を見ながら、横

須賀の港へ入ってくるわけです。 

 ちなみに、八景の南を湘南というんだよ、瀟湘八景

で湘南というんだよというので、これはいろいろな議

論があるところなんですけれども、現在、湘南を手放

してしまいましたが、ちょっと見にくいかもしれませ

んが、昭和６年に出ました「史跡名勝に富める湘南半

島」というガイドブックです。湘南半島って書いてあ

るんです。北村包直（かねなお）さんという横須賀高

等女学校の初代の校長さん。この方は三浦一族の研究

ではオーソリティでして、まだこの人の研究をなかな

か抜いていくことができない。史実と史実ではない部

分がたくさんあるんですけれども、『三浦大介とその

一党』というこんな大きな本を書いている先生で、三

浦半島のことに関しましての郷土史家という名前がつ

くとしたら、まず最初に挙げる人はこの北村包直さん。

包むという字に直という字を書きますので、それで

「かねなお」と読むんですけれども、普通は余り読め

ないのでみんな北村ホウチョク先生、ホウチョク先生

と、包装の包に直だからホウチョク先生と言っていた、

この『湘南半島』という本があります。 

 「湘南の松島」と呼ばれていたのは、実はそういう

ようなことから。また、これは昭和６年と言いました

けれども、昭和６年は、実は昭和５年の４月に現在の

京浜急行、湘南電車というのが浦賀と黄金町の間に電

車が誕生しました。そんなことがありまして、これを

湘南半島と呼んでいました。 

 ですから、ちょっと長く横須賀にお住まいの方です

と、駅の名前が最初のころ「湘南何々」と書いてある

ところがあったと思います。田浦は湘南田浦、横須賀

エリアで言いますと、追浜と逸見、横須賀中央、そし

て馬堀海岸、浦賀だけが駅名が変わっていないところ

なんです。湘南田浦で、それから軍需部前、それから

逸見、横須賀軍港前、横須賀中央、横須賀公郷、堀ノ

内、湘南大津、馬堀海岸、浦賀という順序でいってい

たんです。湘南というような文字が残っていました。 

 昭和８年に、湘南電車は京浜電鉄と一緒になります。

品川まで直通便ができるようになるわけなんですけれ

ども、そんなことで湘南電車からだんだん京浜電車に

変わってきてしまいまして、最終的に戦後になってか

ら湘南という名称も駅から全部外してしまいましたら、

ＪＲがそれを使い始めまして、大磯ですとか茅ヶ崎、

平塚のほうが湘南、湘南と呼ばれるようになってくる。

そのころから「湘南」という文字が多くなってくるわ

けなんですけれども、実はこの湘南という、景色のよ

い、八景の南にある景色のよいところという意味でこ

んなふうに使われているわけです。 

 この船でまいりますと、これは古い横須賀の地図で

す。これは全部、米海軍の基地の中です。全く地図が

違うと思います。 
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これを頭の中に入れておいて、今日皆さんのところ

にお渡ししましたこの「近代横須賀のルーツ横須賀製

鉄所」というのがありますから、それを広げていただ

きますと地図があります。その地図を見ますと、みん

な直線で描きます。今の横須賀の地図は定規で描ける

地図なんです。特にこの米海軍基地の中は、定規で描

けるということで、それだけ埋め立てをしたところ。

真っすぐにして埋め立ててしまうからそのような形の

ものができるわけです。 

 で、ここのところに「金沢渡」って書いてあります。

金沢渡ってどの辺にあったのといいますと、現在のベ

ースの入り口あたり、あの辺まで海が入っているんで

す。明治の時、埋めてしまって何もなくなってしまう

から、そこのところに、ここから金沢まで渡し船があ

ったという記念で松の木を植えたよという記録が残っ

ています。明治20年に出ました『横須賀繁昌記』とい

う記事の中に、この金沢渡のところに松の木を植えま

したという。 

横須賀明細一覧図という地図をごらんになったこと

があるかと思います。この、今日お渡ししました「近

代横須賀のルーツ横須賀製鉄所」の折り畳んだこの後

ろ側のところに小さく入っていますけれども、この地

図ができてくるころにはもう埋め立てが進んでいまし

て、この金沢渡の場所がなくなってしまっていますの

で、このようなことをここで記しています。 

 

 ですから、この辺はずっと埋め立てられてしまいま

した。今現在、小海といっていたところにジョージ・

ワシントンが着くんです。ここのところだけ残ったん

です。それであとまたずっとこういう形で埋められて

しまいました。 

 この先、入り江が入っていて、こんなふうに分かれ

ていたんですね。これ、勝力というんです。この勝力

埼のところに埋め立て工事をするための労働者の小屋

があったそうです。そこで働いていた人の日記が残っ

ています。この人は添田唖蝉坊という人で、添田唖蝉

坊さんという名前を聞いて知っているという方はかな

りいろいろなこと、特に歌の関係が大好きな人。歌の

好きな人だと添田唖蝉坊、添えるという字に田んぼの

田、亜細亜の亜に蝉という字を書きまして、その後に

お坊さんの坊という字を書きます。 

 この添田唖蝉坊さんが、若いときに船乗りを目指し

て、本当は海軍機関学校を目指して横須賀へ来たんで

すけれども海軍機関学校に落ちてしまいまして、船乗

りになって船に乗っていたんですけれども、それもう

まくいかないというので横須賀の町をふらふらしてい

たら、お兄ちゃん、仕事がないんなら仕事を世話する

ぜといってここへ連れていかれたんです。ここで埋め

立ての工事が始まっていて、その工事をやっていても、

いつまでたっても給与が出ない。タコ部屋のようなと

ころに入れられて、すごく労働がきつい。これはもう
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給料をもらう前に逃げ出さないと自分の体がまいって

しまうし、給料をもらうんだなんていってストライキ

でもやろうものなら大変なことになるぞといって、こ

こから汐入のエリアまで１日かけて逃げ出してくるわ

けです。見つからないように、見つからないようにし

て逃げ出してきて、ここへ来ました。 

 この汐入のエリアへ来たときに、初めてほっとしま

したら、バイオリンを弾いて「おっぺけぺっぽぺっぽ

っぽ」という歌を歌っている人がいたんです。これは

まさに労働歌だというのでもって、社会を批判し、風

刺し、諧謔
かいぎゃく

という私のようなちょっとひねくれた人

間が、そのおっぺけぺ節というのを歌っていました。

それは川上音二郎という人が始めたものなんですけれ

ども、その影響を受けた若い人たちが、バイオリンを

弾きながら袴をはいて、そういう姿は何か明治のいろ

いろなもので見たことがあると思いますけれども、そ

れを聞いて、ああ、これだったら俺にもできるかもし

れないといって、一生懸命メモをとりまして、それで

歌の本をつくりました。その歌の本を皆さんに買って

もらって自分が歌うようになった。 

 こういうのでできたのが、「ははのんきだねー」と

いう、聞いたことがありますか。この「ははのんきだ

ねー」とか「まっくろけーのけ、まっくろけーのけ」、

あまり歌いますと春歌になってしまいますから、私が

やるとどうしてもスプリングソングのほうへいってし

まうので、これ、実は「まっくろけのけ」は、横須賀

のことなんです。そこでは横須賀のことでは歌ってい

ないんですけれども、横須賀では蒸気機関を回してい

ます。蒸気を炊くには石炭を燃やして真っ黒な煙が空

いっぱいに。その太陽が見えないような真っ黒さが、

現在の活力だ、今の力だぞと。何か、お隣の国がそん

なような状況でありますけれども、そのお隣の国のよ

うな状況が実は明治20年代のここのところだったわけ

です。 

 ヴェルニーさんという人が、1865年の１月に横須賀

へ訪れまして、自分がこれを全部やらなきゃいけない

のかということになったわけです。この港はこの地図

を180度ひっくり返しますと、フランスのトゥーロン

という港に似ている。これ、実はヴェルニーが言った

んではないんだそうですけれども、トゥーロンの港に

似ているということでもって、この港が選ばれました。 

 ヴェルニーさんもここへ訪れまして、この港がいい

ということがわかりましたので、ここに造船所をつく

ろう。わかりました、じゃあ私がお引き受けしましょ

う。でもフランス政府からはロッシュという外交官が

来ておりました。日本の在日公使でしたロッシュさん

が、俺がそれは全部やるよと、日本政府からも正式な

ものをもらってやるんですけれども、ここへ図面を書

きました。特にこのあたり。これが白仙湾、これ三賀

保湾です。 

 この白仙湾のところに、この山のところにドックを

つくりました。今の１、２、３のドックが残っている

のは、実はこの場所です。この山を切ったところ。 

 ヴェルニーさんはそこまでの土木工事をして、あと

はフランスから50人ほどのお雇いの技師を連れてくる

ため、最初にその人たちの宿舎をつくってくれ、その

宿舎は実はこのベースの中です。特に課長さんから上

は奥さんや子供たちを連れてきてよろしかったんです。

現在も同じ場所に米海軍の佐官クラス、少佐とか中佐

とか大佐とかという、要するに上級幹部の人たちの家

が現在もそこの場所にまだひな壇で並んでいます。 

 残念ながら、建物は当時のものではないんですけれ

ども同じ場所に並んでいます。その一段高いところに

ティボディエ邸という副首長さんのうちがあったんで

す。通りを出てきました目の前の山の中腹のところに、

ヴェルニーさんとサバティエさんという人たちが住ん
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でいたんです。 

 ヴェルニーやサバティエは、今、16号線になってし

まいましたあの通りの上に山があって、その上に住ん

でいた。横須賀の港がよく見渡せるところ。さらに新

しく増えてきましたところにティボディエ邸というの

ができるわけなんですけれども、そういう人たちがこ

こへ住むために、まず住宅をつくってくれよというこ

とで、ヴェルニーはフランスへ戻りまして、まず建築

の人たちを日本に送り込みます。 

 そして自分は３カ月遅れて1866年の５月にこのとこ

ろへ入ってくるんですけれども、ここへ来ましたら、

びっくりしました。日本人は非常に勤勉で、どんどん

土木事業が進んでしまっていて、こんなにやってしま

ったのか。やってしまったのかというのは悪い言い方

ですね。こんなにやれたのかという言い方をして、あ

あ、しまったって。何が。これだったら写真を撮って

おけばよかった。使用前。今、工事中。それから完成

した写真。 

 今日皆さんのパンフレットの中にも、古い写真が何

枚か入っています。これ、実はヴェルニーさんが、あ

あしまったということで、江戸幕府に記録写真という

のを撮っておかなきゃいけなかったんだよと、やって

もらった360両というお金です。360両はどのぐらいか

といいますと、１両が15万円ぐらいですから、5,400

万円ぐらい。国の中の予算で5,400万ぐらいだったら

わけないだろうと言いますけれども、当時、江戸幕府

は財政がひっ迫しています。が、この5,400万でもす

ぐにつけたんです。ありがとうございます。同じ写真

を３枚作ります。１枚は私どもフランス政府で預かり

ます。１枚はこの工場にきちんと記念として残してお

きましょう。１枚は江戸幕府に。それでこの３つが残

っていたわけです。今、一番良く残っているのは、実

はフランスに残したものなんです。 

 こういう写真もフランスへ行きまして、写真を撮ら

せてもらって、今日も博物館の菊地さんがいらしてま

すけれども、こういう写真がたくさん残っています。

横浜国立大学にいました西堀さんという先生がいち早

くそのことに気がついて、向こうで写真を撮らせても

らっていまして、次から次へと新しいものが発掘され

てきました。 

 造船所にあったものはどこへ行ったのでしょうか。

海軍が戦後の処理をしたときになくしてしまったので

しょうか。幕府のものも長崎大学が少し持っていると

いう話がありますけれども、私にはその辺のところは

わかりません。実は記録写真というのは横須賀で始ま

ったんです。 

 ヴェルニーさんがそのことを言って、今やちょっと

水道の工事や何をしたって、必ずそこに黒板を立てて、

工事の始まる前に写真を１枚撮って、工事中の写真を

１枚撮って、工事が終わると写真を１枚撮って、はい、

これでもってここを完全にやりましたよって証拠写真

になるわけです。 

 ただ残念なのは、この時のものはないんです。それ

だけ一生懸命だったんです。幕府の御用の土木請負人

だった蔵田清右衛門という人が、この当時から全部入

札で、入札でもって必ず請けるのが蔵田さんという人

なんですけれども、蔵田さんが来るわけじゃないんで

す。蔵田さんの下請け業者にいいやつがいたんです。

これが本牧のところ、磯子にいました名主さんで、堤

磯右衛門さんという人が、蔵田さんの仕事の下請け業

者として働くんです。品川のお台場のときも堤磯右衛

門が働いています。 

 それで、品川の台場、お台場って今すごい観光地に

なっているところ。落としちゃったけど、これどうす

るって言ったときに、堤磯右衛門が、親方、任せてお

いてください。一番下の石は、この私が住んでいる磯
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子、本牧、それから三浦半島にかけての山々に土丹岩

という石があります。これは水にぬれていると粘土質

で強い石です。乾いてしまいますとぼろぼろになって

しまう。皆さん、よくコンコン石なんて言って、今で

も三浦半島の山肌のところに、乾いていますとぽろぽ

ろ落ちてくる粘土質の石があると思います。あれを切

りとってしまえば、あれは水にぬれていると粘土と同

じですから、土と同じようにしてできますから任せて

おいてくださいと言って、お台場の一番底の、本当の

基礎の部分はその石を使って、その石の上に硬い石を

積みながら土砂を積んで、今のお台場ができてきてい

る。関東大震災でもそれほど大きく崩れなかったもの

が今でもできている。 

 その工事をやったのが堤磯右衛門という人です。今

度は大きな土木事業がまた入ったぞ、堤、大丈夫かと

言ったら、私に任せてください。堤さんって本当は磯

子村の名主さんなんですよ。名主さんという人はいろ

いろなことで人が集められたんですね。ここにもいた

んです、横須賀にも１人。永島庄兵衛という。今、県

立大学と変わってしまいましたけれども、田戸の永島、

田戸庄って、永島庄兵衛さんをいう、「田戸庄、田戸

庄」と呼ばれていた三浦半島中の総名主さんをやられ

るぐらいの大きなうち。赤門というのが残っています

ので、赤門の永島といえばお分かりかもしれませんが、

そういうような人物が人をたくさん集めることができ

る。そしてその人たちは、ああ、このおやじさんに言

われたのでは裏切ることはできないぞと思って一生懸

命やる人たちがみんな働いてくれるから、ヴェルニー

が思っているよりも早く工事は進んでいきました。こ

れ、埋め立てられました。この白仙山を、この山を切

っている最中に大きな動物の骨が見つかりました。も

うこのときにはヴェルニーが来ていました。それで、

この動物の骨は何でしょうかと、ヴェルニーさんと一

緒に来ましたお医者さんのサバティエさんという人の

ところへ持っていきまして、先生、これ何の骨だと言

って、うう、でかいなこれは、何だろうな、バクかな。

いや、俺には何だかよくわからない。そのまま放って

おいたんですけれども、しばらくたちまして、東京大

学、まだ東京大学といってなくて南校と呼ばれたとこ

ろにナウマン先生という方がいらして、そのナウマン

先生が、何か横須賀で大きな骨が見つかったって話だ

けれども、それを見せてもらえないかなと言われて、

どうぞと言ってサバティエさんが持っていって見ても

らった。そうしたら、これは大変な発見だよ。日本に

象がいたよ、象の骨だよということがわかった。それ

でその象の名前も自分の名前をつけてナウマン。私が

見つけていたらヤマモトゾウか何かにしたんでしょう

けれども、そうじゃなくてナウマンゾウという。 

 それが今、博物館の玄関入って片隅のところに置い

てあります。最近、光が当たっていますか。当たって

いない。光が当たっていないんですよ。だから、何か

物好きな人がくれたんじゃないかと思って、しようが

ねえ博物館、捨てるわけにいかなくてさって思って、

何か隅のほうにそうっと置いてあるんです。でもよく

見ると、ちゃんとどの部分が出てきたかというのが、

切痕が変わっているんで、わかるようになっているん

ですよ。でも、あんなところに象がいるよ、わあ気持

ち悪いって。大人は気持ち悪いんだけれども、子供は、

わあ象さんだとそばに行くんですけれども、そばに行

くんじゃないのって大人がやって。博物館へ行ったこ

とないでしょう。あそこは入場料が高いから、みんな

行かないんです。１人入ったって一銭ももうからない

んですから、ただほど高いところはないというので、

みんな怖がって入らないんです。ここでただで入った

ら、何か博物館に捕まって、そのままいけにえになる

んじゃないか。お前はナンバ歩きができる人間だろう



- 11 - 

とか言われて。 

 知っていますか。ペリーが来たときに、ナンバ歩き

といいまして、日本人はそれまで右手と右足が一緒に

出ていたんです。ペリーが久里浜に上陸したときに、

初めて行進というのを見ました。右手が出ると左足、

左足が出ると右手が出る。しかも300人の隊列が一斉

にその動きができる。先頭のゼンリーさんという人が、

サーベルをざっと抜いて止まれと言うと、ドン、ドン

と足を踏み鳴らして止まれるのと、右向け右が一斉に

できる。こういうスタイルの軍隊を初めて見てびっく

りしている。 

 日本人の昔の歩き方、右手と右足が一緒に出るよう

な歩き方をしている人を、今、博物館で募集している

んです。そういう人がいたらぜひ来てほしい。生きる

化石としてやってもらいたい。そういうのに捕まっち

ゃいけないと思うから、みんな博物館に行かなくなっ

てしまいました。 

昭和40年にできたときには、日本で最初の人文と自

然が一緒になって競合されているすごい博物館。これ

はうたい文句だったんです。昭和40年代の初めにでき

た。40年間そのままなんです。今、リニューアルする

という話が出ているんですけれども、私はリニューア

ルに賛成していないんです。そのまま残して、昭和40

年代博物館というので残せばいい。わかりましたか。

昭和40年代博物館で残しておけば、それはもう大切な

もので、へえ、そうそう、お父さんが子供のころは、

みんなこういうのでボタンを押すとぴーって電気がつ

いて回ったんだよとか、そういうのは、今だって博物

館に入った入り口のところに東京湾の地形図があって、

それを押すとボタンがついて明かりがつくんですよ。

すごいでしょう。そんな博物館は今どこにもないんで

すから。やっぱり40年前そのままに使われているとい

うのは大事なことだから、そのままにしておこうとい

う。今、40年代博物館をそのまま横須賀に残そうとい

う運動をしています。 

 それから三笠ビル。35年にできました。複合型の店

舗が入っていて、個人個人が自分たちの店を共同でも

って出資して、あれができた。日本国中の商店主がみ

んな見に来て、ああ、これからはこれだと思って、そ

のままになっているんです。だからあれも壊しちゃい

けないんです。あのまま残して、昭和30年代の初めの

ころに、こういう複合型の店舗ができたんだと。横須

賀はこれからそういうものを売らないとだめなの。商

業観光。商業で観光をするというのは、建物ごと売っ

ちゃうんです。見せちゃうんです、皆さんに。恥も外

聞もないんです。恥も外聞も殴り捨てないと横須賀は

生き残れませんから。なんていう話をいっぱいしてい

ます。 

 今日は市が半分主催していますから、このぐらいに

しておきます。そうじゃないと、もう少しいろいろな

話になっちゃうといけません。 

 この横須賀エリアはどんどん広がっていきました。

でも、この汐入のエリアが中心でした。汐入のエリア

が本当に中心になってできていきました。ですから、

先ほどちょっとお話しました、横須賀明細一覧図とい

うこの地図を見ていただきますと、この地図、ちょっ

と画面を押さえてもらえますか。これ、横須賀線です。

これはもうドックのところまで埋まっています。先ほ

どの地図を見比べていただきますとわかるように、ド

ックができています。ここにあった大きな入り江はな

くなってしまいました。小海。これも大分埋まりまし

て、残っています。まだこれ、勝力は残っています。

まだ先にこういうふうに点線があって。 
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 この地図ですと出ます。先ほどお話をしました一鸛

堂白英さんが乗ってきました船。実はこの箱崎のとこ

ろを回ってきました。安政年間、ペリーが来た後にた

くさんの人が来るようになると、ここのところに掘割

ができます。これは安政元年、1854年に先ほど言った

永嶋さんがここへ掘割をつくりました。この掘割は、

野島から船が出るとこのまま真っすぐここへ帰ってこ

られる。非常に便利になりました。 

 こちらが、今これ、新井の掘割といいまして、軍港

めぐりがここから出ます。軍港めぐり、ずーっと行っ

て、この掘割を回って帰ってきます。この掘割、明治

19年に建設しまして、22年に完成しています。この掘

割をつくった人は杉浦栄次郎という人で、この人がこ

の土木技術をもって浦賀のドックを掘ったんです。浦

賀のレンガドックを掘ったのが、この掘割をつくった

人。そう思うと、いろいろなことが覚えられてくると

思います。今日のパンフレットの中に、私の21日の講

演会の資料があります。浦賀で話をしますから、その

ときに来ると、杉浦栄次郎の話をたっぷりとします。 

 このエリア、逸見です。ここが汐入エリア。ここの

部分に住宅が建ち始めました。役所ができ、学校がで

き、さまざまな施設ができてきました。どんどん増え

ていきますから、今みたいに高層にすればよかったん

ですけれども、高い建物はまだこの時代にできません。

ですからどうしても長屋、下宿。商人のところの２階

建ての建物は、ほとんど下宿人で埋まっていた。この

明治20年に書かれました『横須賀繁昌記』って本を読

みますと、こんなふうに書かれています。１つの部屋

に３組の夫婦がいる。１間に３夫婦がいる。それでも

ちゃんと子供つくってる。今日は大人ばかりですから

大丈夫ですね。どうやって頑張ったんだろうと思いま

すけれども、でもそのぐらいに過密状態。本当に飽和

状態でした。 

 そうなると、商店もできないんです。もうこれ以上

商店も広げられないぐらいになっていましたんで、明

治の10年代に、この場所。中央駅の前、若松町という

名前になっています、今日のこの建物を出まして、大

通りの16号線を渡って向こう側へ行きますと、若松町

という札、番地が出ていると思います。 

 若松屋さんという、鴨居におりました個人の人が埋

めてくれました。若松屋さんが埋めたから若松町。そ

の隣、大滝町が実は一番最初に埋められるんですけれ

ども、大滝町のところに小さな岬が出ていたんです。

今の三笠通りの真ん中にある、ちょうど豊川稲荷とい

うお稲荷さんのところ。後ろに入れますから入ってみ

ると、山がこう開いているのがよくわかると思います。

その山を切って、埋めて、最初に大滝町が埋まりまし

た。大滝町が埋まってしまいまして、平らになってき

ました。だけど、まだこちらから外へは、なかなか行

くことはできなかったんです。 

 その大滝町の一番外れのところにフランス人が50人

来ました。上のほうの何人かは奥さんを連れてきまし

たけれども、四十何人かはみんなここにひとり者で住

んでいました。横浜の例を見ると、横浜は居留地にな

った途端にものすごく発展したところがあったんです。

現在の横浜球場の周辺、港の崎と書いてミヨサキとい

うんですけれども、港崎遊郭というのがものすごく発
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展したんです。それの二の舞なんだろう、よし二番は

横須賀だというのでもって、そこにいた遊郭のおやじ

さんたちや江戸の吉原の遊郭のおやじさんたち、その

話を聞いていてよだれを垂らしていた三浦半島のお金

持ちがみんなこぞってここへ遊郭をつくったんです。 

 ところがこの山が平らになってしまいました。しか

も若松町も埋められてしまいました。この中央エリア

から汐入のエリアへ行くのがとても簡単になってしま

った。しかもその真ん中に遊郭があったんです。遊郭

があって、これは困ったって。その当時のお役人がみ

んな集まって、困ったね、こういう施設がここにある

のは。なくちゃ困るしね。そうですね。なくちゃ困る

し、でも、ここにあるのはまずいでしょう。火事にな

りました。遊郭全部が焼けました。遊郭全部焼けたら、

許可がなりませんでした。どこへ行ったのかといいま

すと、これを上がっていった奥に、佐野というところ

がありまして、そこに柏木田んぼという田んぼがあり

ました。何か知らないけど、随分田んぼを買いにくる

やつがいるんだよなと言って、佐野の人たちも驚いて

いた。そうしたらそこへ遊郭ができまして、柏木田と

いう。これは山口瞳さんという小説家の『血族』とい

うお話の中に、詳しくその柏木のお話が出てきますか

らそれ以上は言いませんけれども見てください。それ

で、こんな形でなってきました。 

 もう１つ、これが横須賀線の駅で、ここは今、総監

部があるところ。ここで鹿島崎って岬があったの。こ

の岬のところに鹿島神社があった。逸見の鹿島神社も

あったんですね。この下、平らになっているのは、海

兵団といって、水兵さんはそのまますぐに船に乗せら

れないから、海軍さんに入ったら海兵団というところ

に入ってしごかれて、船乗りとしての徹底的な初歩教

育をされるわけです。 

 ところが逸見の人たちは、この鹿島崎の鹿島さんが

鎮守様だから、ここへ海兵団が通って、おいどこへ行

くんだと言うと、鹿島さんにお参りです。ああ、しよ

うがねえな、神様にお参りに行っちゃいけないとは言

えないし。と思っていた。そうしたら、この先端にあ

りましたこの鹿島崎の鹿島さん、火事で焼けたんです。

それでこの鹿島神社が現在の場所へ移ってきました。

移ってきたのは、明治30年代の終わりごろです。 

 だから横須賀は、何か都合の悪いことがあると火事

になります。 

 港町というこのエリア。現在、ヴェルニー公園とい

う横須賀を代表するいい公園になっていますけれども、

ここ、港町という町があったんです。船で来た人たち

がみんなここへ泊まって、造船所もどんどん発展して

くるといろいろなお客さんが来て、ここの旅館へ泊ま

ります。そうするとちょうど今のヴェルニー公園のと

ころにホテルがあるみたいなものですから、反対側が

見えると米海軍の基地が丸見えだ。いいところだね。

そうすると、ここの番頭さんが、あしたあちらへお連

れしますよと言ってこの中を案内してみせて、こうや

ってやったら、だんだんこちら側にいろいろな施設が

できてくると。今でもここに海上自衛隊や米海軍の船

が入りますと、写真撮影禁止。ヴェルニー公園側から

撮る分にはいいんですけれども、こちら側に入って撮

ることはだめだって言われます。 

 そうしたら、ここのところ都合が悪くなってきた。

明治22年の２月に火事で全部焼けます。すごい火事。

これは完全に放火ってわかっているんです。新聞にそ

ういう記事が載っていますから。ある家の物置から、

当時、全部名前が出ていますから。港町何番地の何と

か屋の物置から火が出て、そのときの北風にあおられ

て、この火が両方に回っていった。海軍さんはこっち

にしか回らないようにしていたんですけれども、こち

ら側へ回ってきちゃって、汐入のエリアが焼き尽くさ
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れるようになってきて、慌てて海軍総力を挙げてこち

ら側の火を消すんです。こちら側は、もうここで行き

どまりでしたから、もうこれも置いてもよかったんで

す。まだ横須賀線ができる前ですから。完全に燃えて

しまう。そうしたらもうここは海軍用地だから入っち

ゃだめと言って、昭和20年までついに入れなかった土

地ができたんです。 

 こんなふうにして横須賀の町ができてきた。都合が

悪いと火事があるというのが横須賀の特徴です。何か

火事があったら、横須賀市役所が…。そこまではない

と思います。 

 そのときの様子を書いた本があります。明治41年に

『横須賀案内記』という本が出ました。『横須賀案内

記』というのは、『新横須賀案内記』まで含めまして、

今４冊出ています。４冊出ていましたと言ったほうが

いいです。４冊目だけは現在もまだ在庫があるそうで

すけれども、これは明治41年の『横須賀案内記』です。 

 

 明治41年に何でこれを出したのかといいますと、明

治40年の２月15日、横須賀市が誕生しました。横須賀

市が誕生した記念に、そのとき横須賀にありました軍

港堂さんという人。軍港堂さんという、現在は川島さ

んという名前に変わって、股野東洋さんという方がい

ますけれども、私なんかの大先輩の郷土史をやってい

た方なんです。 

 この本を書いた人は、伴田滔洋という人で、この人

は新聞記者だった。でも、もともと海軍の軍人さんだ

ったらしいんです。それで横須賀に何度も訪れている

ので、横須賀のことはかなり詳しい。それからジャー

ナリスティックな目でもって見るようになったので、

この本を書いています。ですから、海軍の施設が比較

的トップの中に書かれています。 

 次が100年前。100年前に横須賀市が出しました『横

須賀案内記』という本です。すごいですね、当時の横

須賀市は。この本は大変いい本なんですけれども、本

文が370ページで付録が170ページ。この付録は何とい

ったら、全部広告です。横須賀市、お金がないとこう

いうふうにやったんですね。今でも少しこんなことを

考え始めましたけれども、この分だけ。 

 でも今になりますと、本文は、いろいろな資料の中

に出てきて人口がどうだったとか統計上の話を探れる

んですけれども、こちら側の広告は、今、大変大切な

ものになっています。というのは、どこにどんなうち

があったか。今でもあるうちがあります。この港上に

１軒だけ残っています一國屋さんなんていう旅館がこ

こに広告を出していますけれども、そういうさまざま

なうちもありました。懐かしいうちもあります。ああ

いううちがあったよね、ああそうそう、あそこに行っ

たこんなうちがあったよね、なんていうのも、私も65

年も生きていますとだんだんわかってきまして、ああ

こういううちがあった、そうだそうだなんていううち

が残っているんです。これが２回目。 

 そして３回目が大正14年、震災で横須賀が大きく変

わりましたので、大正14年に『横須賀案内記』。これ

はちょっと私の手元にはありません。それで、この間

100周年を迎えました横須賀市が『新横須賀案内記』

というので、私もちょっとだけ筆を入れています。そ

れが一番何かよくないかもしれないんですけれども、

でも、こういう本の中にあります。 
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 この、1907年ですから、108年前に書かれたこの本。

この本の中で、この伴田さんという人がこんなふうな

ことを書いています。『横須賀小観』という、この本

を書いたんだけれども、どうも何か、ちょっと味が足

りないな。ガイドブックとしてはそれでいいのかもし

れないけれども、横須賀ってどういうまちなんだとい

うのをもう少し書き記したい。でもガイドブックとし

てはそこはちょっと書きにくいというところがあった

とき、この人が新聞記者になって書いた『横須賀小

観』という本があります。 

 どうもこれは、神奈川新聞の前身であります横浜貿

易新報というのに、横須賀というのはこんなまちだよ

ということを紹介したときの記事だろうと思われます。

ただ、これも何年何月のものかというのまでわかって

いません。それもどうだかもわからないんです。これ

を書いたときには、徳富蘇峰さんがやっていました国

民新聞の記者をやっていますので、新聞記者の目で見

たおもしろい記事です。 

 どんなふうに言っているか。こちらは横須賀の軍港

を目指しているところ。このエリアのこの辺を内側の

横須賀、内横須賀。中央駅のエリア、これを外横須賀

という呼び方をしています。今、そういう言い方はし

ませんね。汐入本町エリアとか、大滝若松エリアとか

というような、特にこれ、市役所がここにできました

ので、市役所前のこのスペースと、これは汐入エリア

という言い方をするようになりましたけれども、汐入

前のほうが横須賀の中心地。市役所があり、いろいろ

なものがあったから、こちら側を内横須賀、こちら側

を外横須賀という言い方をしています。 

 ちょっとおもしろい言い方なんですけれども、実は

現在のセントラルホテル。中央駅近くのセントラルホ

テルのところだけは、少し山がくぼんでいるんです。

あの辺だけは中横須賀という呼び方が、古いものに残

っています。だからあの入り江のところだけを中横須

賀という呼び方をしていることが残っているんですけ

れども、内横須賀、外横須賀というのは、この本の中

にしか出てこない言い方なんです。そこに汐入本町エ

リアは、あたかも昔の武家屋敷といったような格で、

軍人、職工、その他俸給で、月給で衣食する人たちが

数多い。 

 だからこの辺を見て歩くと、職工さんや海軍の軍人

さんばかりで、その数はどのぐらいか。通行人のうち

の６割から８割ぐらいがそうだ。10人すれ違うと６人

から８人がこの海軍工廠で勤めている人たち。海軍工

廠というのは明治36年にできたんですけれども、造船

所に勤めている人たちの働き方が、軍人さん10人すれ

違うと６人から８人の割合でそういう人たちに会うよ

と書いています。 

 じゃあ、こちら側は商業エリアになってきましたの

で、外横須賀。外横須賀は町屋らしく商人が町を構成

している。特に大滝町。ここが商業の中心地である。

この商業の中心地に横須賀のシンボルでしたさいか屋

さんというお店があった。このときにはまだ実はさい

か屋さんは今のベースの前の本町にあったんですけれ

ども。でも、ここは何でそうなったのかといいますと、

実はここに小川町というのがあります。現在も横須賀

市は小川町となっています。これも横須賀市は地名地

番を整理したときに、極力、町を除いていきます。そ

の一番最初をどこでやりますかといったら、浦賀でや

ったんです。私、浦賀の住人なんです。浦賀はそのと

き一生懸命町づくり協議会とかつくってやっていたん

です。それなのに町をとったんです、浦賀から。住居

表示の中に今、浦賀は町はついていないんです。横須

賀市西浦賀２－１－３というのが私の住所なの。その

前までは西浦賀町２丁目34番地とついていたの。町を

とっちゃったんですね。だから浦賀には町になってほ
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しくないんだろうと思って。浦賀は最後まで横須賀と

けんかしていましたから、町をとっちゃったんです。

そうしたら上町だってとっちゃえよって言ってね。上

町だったら横須賀市上
うわ

、とかなっておもしろいじゃ

ないかと思うんですけれども。 

 それで説明したら、いや住居表示を地番まで入れる

と、町があると混乱しまして、長くなりますから町を

とっていますといったら、大津はとってない、根岸は

とってない、上町はとってない。みんなそれでとって

ないんです。だから、そういういい加減な出まかせを

言っちゃだめだよと言ったんですけれども、いえいえ、

その話はまた置いておいて。愚痴が多くなりますから。 

 この外横須賀、小川町というのは、明治11年、三浦

郡の郡長という制度で、三浦郡のトップ、三浦郡長と

いうのを置きましょうというので、小川茂周さんとい

う人が初代のトップになりましたが、三浦郡役所とい

う三浦郡長の役所はこの汐入エリアにありました。こ

れは明治36年に上町に越していくんです。現在、上町

の税務署の反対側の山の上に、今は医師会館かな。横

須賀のお医者さんの医師会館か何かになっているとこ

ろに三浦郡役所があった。その前は、実は、この汐入

エリアにあったんです。 

 だから、汐入エリアには横須賀の町役場があり、そ

して三浦郡の役場があったわけで、こちら側が明治17

年からどんどんと海軍の町になっていきます。明治17

年の12月に鎮守府というのが横浜から移ってきまして、

東海鎮守府と呼ばれていたのを横須賀鎮守府と呼ぶよ

うになってくる。 

 そしてこのエリアを一般商船、一般の船の通行を禁

止する措置がとられました。現在でも一般の船は許可

をもらっている船しか行けません。ですから、現在は

軍港めぐりをやる船しかこのエリアに入ることができ

ないんです。ほかの船がもし入ってきますと、ここか

らパトロール船が出てきます。海上自衛隊も一応パト

ロール船を持っているんですけれども、こちら側のパ

トロール船は本物のやつを持っています。こちら側の

やつは備えてあるだけ。弾は入っていません。こっち

のやつは弾が入っています。だからここでけんかする

と大変なことになるんです。そのぐらいこのエリアは

重要なエリアになってきたからと言って、一般の船が

入れなくなってしまいました。 

 横須賀は今言いましたように、これも埋め立て、こ

こも埋め立て、埋め立て埋め立て、そして山。かなり

丘陵があって水田もなく、そんなに田畑も多いところ

ではない。ここで生活しようと思うと、この品物がど

こから来るかというと、東京や横浜から船で運ばれて

くることになるわけです。 

 少し前まで、少し前ってもんじゃないですね。もう

だいぶ前になりましたけれども、三笠へ行く道路がき

れいになりました。あの一番きれいになっているとこ

ろがずっと入り江だったんです。昔の方はおわかりだ

と思います。あそこに商工会議所がありまして、商工

会議所の裏から三笠桟橋という橋を渡って、そして今

の横須賀学院。神奈川歯科大、横須賀学院のほうを通

って三笠へ行ったんですけれども、あの入り江が横須

賀で最初につくられた人工の入り江で、小川港という

港。ここに船が入って、生活物資がみんなここへ揚が

ったわけです。 

 それで揚がってきてすぐここにある町、大滝町が非

常によくなってきた。それで大滝町は今言いましたよ

うに、町屋らしい商人が町を構成している。特に大滝

町がいい。通行人も軍人さんや工廠に勤めている人と

一般人が半々ぐらい。それでも半々ぐらいだよ。それ

が平坂に近くなると、その数が軍人や工員さんが40％

になってくる。一般の人が60％になってくる。平坂近

くなってくると、さらにいいことに、この佐野ですと
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か不入斗町ですとか、これから伸びていく衣笠。こち

らのほうから野菜を売りに来る人たちが足しげく通っ

てくるようになってきている。 

 久郷という村がありました。現在は三春町なんてい

う言い方をしていますけれども、魚がとれました。こ

の山を越えて、ここへ売りにきます。田戸に岬があり

ましたので、船でここへつけて、やるという。100年

ぐらい前に、丸十さんって現在平成町にある魚市場が

ここにできています。10軒の魚屋さんが共同出資して

つくった魚市場がありました。ですから、こんなよう

なことで、このエリアがどんどんよくなってきている。

しかも一次産業のそういった品物がどんどん入ってき

ていて、一次産業の人たちとの交流が見えてきている。

だからこの場所はいい場所なんだよということをこの

本の中で言っています。 

 それに引きかえ、浦賀に行くのには米が浜の埋め立

てがありました。米が浜は明治20年代にもう埋め立て

をやっているんですけれども、残念ながら田戸の岬の

ところだけ、１つ岬が残っちゃいました。そこに小さ

なトンネルがあったんです。明治７年に、ここへ走水

から水道を引いたときの水道トンネルが残っていた。

水道トンネルが余りにも小さくて、荷馬車も人力車も

通れないと。浦賀へ行く通路が悪いから、浦賀への交

通路が今一番悪い。これは、平坂を登って中里を通っ

て、深田台角を通って、正徳寺坂をおりていかないと

だめだ。そんなことやっていたら、浦賀と交流がうま

く持てない。これが一番よくないということが書かれ

ていた。このトンネルさえなくしてしまえば、ここが

一番よくなるだろう。やはり浦賀が大きな町だったか

らそういうことが言えるということが、この中に書か

れているんです。 

 ですから、そういうふうに思うと、この時代、明治

41年にこの本を書いた人はすごいですね。横須賀の町

がどういうふうになればいいかということを書いてい

ます。このすごさというのは、実はこの人は、その前

にお話ししました『横須賀繁昌記』というのを書いた、

この人物は何と猿島まで埋めないと横須賀の発展はな

い。明治20年代に猿島まで埋めなきゃだめだよ、そう

しなければ横須賀の発展はないよということを言って

います。 

 

 事実、この横須賀線がここへ来ました。横須賀線の

停車場をどこにつくるか。当時、ステーションという

んですね。停車場をどこにつくるかというので、明治

20年代の初めにもめています。どうしてといったら、

横須賀線というからには、横須賀はこの汐入エリアの

ことをいうんだから、ここまで持ってこいよ。ここ逸

見じゃないかよ。今でも横須賀線のＪＲ横須賀駅は地

番が逸見なんです。横須賀市逸見なんです。西逸見で

したか。これ、逸見なんですね。だから逸見じゃなく

て横須賀線だったらこっちへ持ってこいよ。今のダイ

エーさんの前あたり。ちょうど汐入駅あたりまで持っ

てこいという話をしているんです。横須賀の人たちは

納得しない、納得しないと盛んに横で言っているわけ

です。 

 ここのエリアはたくさんの人が住んでいました。特

に軍人さんですとか海軍の高級将校たちも住んでいま

した。横須賀線ができれば、自分たちはこの狭い山の
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こんなところに住んでいないで、逗子とか葉山とか鎌

倉へ逃げ出すことができるんですね。もう横須賀のエ

リアは目いっぱいで、大きなうちが建てられないんで

す。海軍の軍人さんでも、海軍工廠の上のほうの部長

さんクラスになりますと、当時のしきたりから、必ず

副官とか秘書官が一緒に住んで生活していて、その人

たちが全部身の回りを世話する。身の回りを世話する

のに、世話する人が隣に寝ていたんじゃ、これはうま

くない。そういうふうな家を建てたいというので、こ

の山の上に大分建つんです。ですから、現在もＪＲ横

須賀駅が建ちまして、海のほうではなくて山のほうへ

向かって見ますと、山の中腹にうちが何軒が残ってい

ます。そのうちはみんなこの工廠の偉い人たちのうち

だったんです。 

 この佐野の奥。それから中里のところも、やはり奥

まった山の中腹にあるうちは、みんなそういうお金持

ちですとか海軍の軍人さんの中でもトップクラス、工

廠の中でも部長さん、課長さんクラスの人たちが住む

ようなうちがここにつくられてくるわけです。 

 その人たちも、こんな横須賀の狭さにもう息苦しい

から出ていきたい。でもＪＲの横須賀駅が、その当時

は国鉄ですけれども、ここまでしか来ないんじゃ困っ

たもんだと言っているわけです。困ったもんだと言っ

ているときに、これは最終的に仮駅ですと言って、仮

駅のままです。ですから、明治22年にできて大正３年

まで本格的な駅になっていないんです。 

 大正３年に東京に東京駅というのができました。れ

んがづくりの立派な建物ができました。この横須賀線、

大正３年から東京へ直通便が出るようになりました。

それまでは大船で乗りかえてここまで来てくれたんで

すけれども、今度は横須賀発で東京まで直通便ができ

るようになりました。もちろんお客さんは、海軍の中

心人物である人たちが東京へいろいろな重要な書類、

重要な会議に出かける。それから逗子、葉山、鎌倉に

住んだ人たちがこの汽車に乗って東京へ出かけていっ

て仕事をして、そして空気のいい三浦半島へ戻ってき

て、生活をするというようなスタイルになってきたわ

けです。 

 この横須賀線がいいのは、横須賀の人たちがすぐ乗

れたからなんです。この場所、比較的近いところで乗

れたからいいんです。葉山の人なんて、人力車で葉山

から出てきて、それで逗子駅から乗るわけですね。そ

うすると大体、今でいうグリーン車。昔の２等車、１

等車に乗ろうとしている人たちは、今日お集まりの世

代のこの方なんです。年代的に。冬の寒いときに人力

車にがたがた揺られて、汽車が間に合いませんから、

旦那、すぐに乗ってくださいと汽車にぽんと乗せられ

て、東京駅まで１時間ちょっと。我慢できないことも

あるでしょう。だから横須賀線は早くに汽車の中にト

イレができたんです。 

 トイレを失敗して死んじゃった人がいるんです。こ

このスチームハンガー。ヴェルニー記念館にスチーム

ハンガーがありますけれども、あのスチームハンガー

を買ってきた肥田浜五郎さんという人は、東海道線で

名古屋に行く途中にしたくなって、駅におりてトイレ

に行って、戻って来たら汽車が動き出しました。扉が

閉まるわけではありませんから、昔の汽車ですからつ

かまれたんですけれども、お年を召していたので、足

がもつれて汽車につかまり損なって、汽車とホームの

間に引きずりこまれて亡くなってしまうという、こう

いう悲惨な事件が起こってきている。そういうことが

あったので、横須賀線はそういう面では早くにトイレ

がついた。こんなのも汽車の歴史、鉄道の歴史をやっ

ている中では大変重要なことなんです。 

 それで大正３年に横須賀駅ができました。現在のも

のは昭和15年に建て直していますけれども、ほぼ大正
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３年のものをモデルとしてあります。横須賀駅の何が

すごいか。よく階段がない駅で有名ですけれども、今

そんなことは問題じゃありません。もっとすごいんで

す。１番線のない駅ですから。横須賀駅の１番線、見

たことないでしょう。横須賀駅は１番線がないんです

よ。２番と３番しかない。しかも３番で頑張っている

んですよ。２番線もほとんど使われていないんです。

３番線が頑張っているんです、今。 

 神奈川県の中で、横須賀市は３番だったんです。横

浜、川崎の次が横須賀だったんです。相模原に抜かれ

たんです。４番目になりました。いいよね。しようが

ないよ、向こうは政令都市だから。そうしたら藤沢に

抜かれまして、５番目になりました。横須賀線、３番

までしかないんで、３本指の４番目ってないでしょ。

日本の３大何とかというのはあるんですけれども、ぜ

ひその辺に向かって、横須賀が新たな発展をしてもら

えればいいと思います。 

 それでこの本を書いた人、伴田滔洋さん最後の締め

くくり。何て言っているかといいますと、造船所から

始まった横須賀の都市形成は、造船所と海軍へと続き、

だから造船所だけだったものがプラス海軍へと続き、

この関係性は横須賀に軍港が存在する限り、軍港との

連鎖をもって続くであろうというふうにして、この

『横須賀小観』というのを締めくくっているんです。 

 明治40年代にこの軍港が続く限り、この軍港とのか

かわりをもって横須賀の町は都市としての発展を続け

るであろう。町の形を変えていくであろう。そういう

ふうな町ですよ、この町は、という形で、ここが始め

てきたところがこの横須賀という町なんです。 

 150年という企業も来まして、せっかくこういうチ

ャンスがあって、いろいろなパンフレット等、皆さん

も目にすると思います。またいろいろなところでいろ

いろなことがあると思いますけれども、ぜひいろいろ

なものに参加して、本物を見て、そして本物を発信で

きる町にして。 

 本物が横須賀の町にはたくさん残っています。そし

てまた、それがよくリスト化されていて見られるよう

な状況。残念ながら手続をしないと見られないところ

もありますけれども、それでもまだ見られるんです。

なくなってしまっていないんですから、ぜひそのもの

を見て、横須賀の今後を考えていただければと思いま

す。 

 時間がまいりましたので、そろそろおしまいでござ

います。 

 ぜひ今日ここへお集まりの方、皆さんお若い方ばか

りで。ちょっと暗くてよくわからないんですけれども、

お若い方ばかりだと思っていますので、ぜひうちへ帰

りましたらお孫さんにその話をしてあげてください。

そしてお孫さんと一緒にいろいろなところを見て、こ

んな町だよ、横須賀は、ということを言ってくだされ

ばと思います。 

 では、これでおしまいです。ありがとうございまし

た。（拍手） 
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パネルディスカッション 

 

『よこすか近代遺産の発見 

～横須賀製鉄所が残したもの150年～』 

 

 

 

［コーディネーター］ 

水沼淑子さん／関東学院大学教授、横須賀市文化財専

門審議会委員 

［パネリスト］ 

長島靖夫さん／よこすか都市景観協議会元会長 

山本詔一さん／基調講演者 

米山淳一さん／公益社団法人横浜歴史資産調査会常務

理事 

亀井泰治さん／横須賀市公共建築科課課長補佐 

菊地勝広さん／横須賀市自然・人文博物館学芸員 

 

 

 

 

 

 

 

○水沼氏 皆さん、こんにちは。水沼です。これから

１時間半ほど、この「横須賀近代遺産の発見～横須賀

製鉄所が残したもの150年～」というタイトルで皆さ

んとも少し意見を交わすことができればと思っており

ますが、まずこのパネラーの皆さんたちから、横須賀

への想いというのを伺って、進めていきたいというふ

うに思います。 

 山本先生のお話、横須賀への愛が大変満ちあふれて

いて、かわいい子にちょっと意地悪したくなるという

のがよくわかるお話でした。愛してやまないからこそ

何とかしたいという思いをひしひしと私も受け取るこ

とができました。 

 私は、ここに文化財保護審議会の専門委員と書かれ

ておりますけれども、もともと近代の住宅史、建築史

を専門にしておりまして、ここ数年、神奈川県の近代

化遺産の調査などをした関係から、一昨年度、横須賀

市で山本先生がやっていらっしゃる長い名前の委員会

があるのですが、その下にありますティボディエ邸と

いう官舎。副首長の住宅を復元できるかどうかという

検討の委員会をさせていただきまして、そこから横須

賀市とかなり深くお付き合いをすることになりました。 

関東学院という大学ですが、横浜の三春台に中・高

がありますが、大学は、横浜とはいえ、ほとんど横須

賀です。その地にあるのも横須賀のおかげということ

ですので、横須賀と大変関係の深い大学と思っており

ます。 

 ということで、今日はコーディネーターをお引き受

けしましたので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 最初に、今ご紹介があったパネラーの皆さんから、

簡単に自己紹介を一巡していただければと思います。 

 では、皆さんのお手元に資料がございます。この資

料の並び順で、菊地さんのほうから簡単に自己紹介を

お願いいたします。 
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○菊地氏 横須賀市の博物館に勤めています菊地と申

します。 

私が主に何を担当していますかというと、近代建築

です。主として近代建築史を担当させていただいてお

ります。 

 日本は非西欧諸国の中で産業革命に成功した唯一の

国といわれるわけですけれども、その日本が何で成功

したのかというときに、そういったことは非常に世界

的な関心事になっている。日本が産業革命に成功し始

めた起点というのが横須賀にあったということは、や

はり横須賀というのはかなり歴史的に重要なのです。 

 したがって、それにまつわる歴史遺産がたくさんあ

るということで、横須賀の歴史と歴史遺産について向

き合う、そういった仕事をしております。 

○亀井氏 皆さん、こんにちは。横須賀市の都市部公

共建築課にいます亀井泰治といいます。 

 私は市の職員で、公共建築にいるのですが、その市

の仕事とは別に、建築の歴史、特に私は近代建築のデ

ザイン史のほうをずっとライフワークのようにして研

究しています。 

また、一時期、横浜市役所の都市デザイン室という

ところで歴史を生かしたまちづくりというもの、今日

もいらっしゃっています米山さん達と一緒にやってい

ました。その関係で、地元横須賀の、今日は主に都市

形成の歴史について紹介させてもらえるかなと思って

参上させていただいております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○長島氏 皆様、こんにちは。私は、景観協議会とい

う、役所と一緒に、先ほど会場で案内していただいた

グループの１つの者ですが、私自身は神奈川県の建築

士会横須賀支部の会員でございます。そういった面で、

何か一番初めに、この景観をつくるときにちょっとや

らないかというような話で、年齢が年齢ですので、出

てきたわけでございます。また後ほどお話したいと思

います。よろしくお願いいたします。 

○山本氏 山本です。以上です。 

○米山氏 米山と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 私は、山本さんといつも一緒にいることが多いので

すが、この景観フォーラムで何回か講演させていただ

いたり、シンポジウムをやらせていただいたりしてお

ります。今日はお招きいただきありがとうございます。 

 横浜市の仕事をしていますが、横須賀市民で、逸見

に住んでいます。今、三浦按針の、按針を愛する会の

会長をやっているのですが、横須賀を山本さんと同じ

ように愛してやまない一人です。私は酔っぱらって東

京から帰ってくることがありますが、横須賀線の終電

は１時近いですね。京浜急行は深夜特急というのに乗

って汐入まで行って、歩いて家まで歌を歌いながら帰

ってこれるので、こんな便利なところはないと思いま

す。本当に横須賀はいいところだと思います。 

 もともと母方の祖父が海軍工廠に勤務していた関係

で、私の家は花上、島森花上というのですが、母が結

婚して米山になりましたけれど、そういう一家に生ま

れて、非常に横須賀を愛しております。 

また、京浜急行、横須賀線が大好きです。 

日本ナショナルトラスト（財）で全国の文化財保存

に関することをしていて、横浜へ行って亀井さんにも

会いました。このほか、都市デザインに関することを

やっていますけれども、もっと横須賀を横浜以上にし

たいと思っております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○水沼氏 ありがとうございました。 

 という多種彩々なメンバーで今日は進めていきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 では最初に、私のほうから。私は研究者という立場



- 22 - 

を崩すことができないので、一体、横須賀にはどんな

ものが、どんなふうにあるのかというのを、本当にご

く簡単に概観させていただきたいと思います。当市の

景観にも寄与するようなすばらしい遺産が、どんなふ

うに横須賀にあるのかというのは、この後皆さんから

詳細な話があるのですが、まず全体としてどうなのか

というのをお話したいと思います。 

 そのお話をしようと思ったのは、平成21年度から23

年度、３カ年で、日本全国、文化庁がこの近代化遺産

調査というのをやっています。その中で、ようやく神

奈川県にその順番が回ってきまして、私は神奈川県の

文化財の委員もしております関係で、その取りまとめ

というのをしなくてはならなくなりました。もともと

住宅のことをやるのが専門だったので、近代化遺産と

そこに書いてあるように、産業、交通、土木に関する

建造物、トンネルもあれば、それこそドックもあれば。

いろいろなものを扱わなければいけなくて、結構これ

は重荷だったのですが、お役目だからやりましょうと

いうことで、この調査の主査というのを務めさせてい

ただきました。 

 

 このとき、対象にするのは近代化遺産。ここでは近

代化遺産という言い方をしていますが、調査名に従い

「近代化遺産」という名称で、ここでお話をさせてい

ただきますけれども、この江戸時代末期から第二次世

界大戦期までの間に、近代的な手法でつくられた産業、

交通、土木に関する建造物、土木構造物というくくり

なのです。新しく文化庁がこういうくくりをつくって、

日本の中にたくさん残っている、そういうものをちゃ

んと残して活用するための枠組みをつくろう。そうい

う動きの中で、この調査団が決まりました。 

 その他の中には軍事施設だとか宗教施設、生活、住

宅、劇場、病院などを含む、本当に近代の遺産に関す

る総合的な調査でした。これの前には近代和風の建築

の調査というのも全国規模で行われていて、そこでも、

もちろん横須賀はたくさんの遺産があることがわかっ

ているのですが、特にこの近代化遺産です。 

 

 一体、全体としてどのくらいあるのかというのを、

一次、二次、三次というふうに上げていくのですが、

この一次、神奈川県全体の総数です。その３割を横須

賀が占めていました。これは調査もしっかりされてい

て、そのデータもしっかり出してくれた。市町村によ

っては、あるのにな、とわかっているのに１件も上げ

てこないところもあるのです。だから、これはやっぱ

り何とかしたい。ここに何とかスポットを当てたいと

いう一次調査を上げた方たちの熱い思いは、その383

件というのに表れていると思います。 

 二次調査。これも全体の２割程度は横須賀が占め、

さらに最後の三次でも、ここでやはり神奈川県の方は、

全体のバランスだとか、そういうことももちろんおっ
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しゃるわけです。その中でやりくりをする中で、この

16％、21件の横須賀の近代化遺産がここに掲載されて

います。 

 じゃあ三次調査って何でしょうか。ここに調査の報

告があって、横須賀の場合は詳細な調査があるものを、

あそこの菊地さんを中心として大変コンパクトにまと

めていただいて、この21件を書いていただきました。 

 三次調査の対象って一体何なのかというと、これは

国の重要文化財の候補にしましょうという物件にほか

ならないのです。横須賀にはそれが21件もありました。 

 ということは、一体どういうことかというと、国が

お金をかけて、国の税金、皆さんの税金です。これを

かけてやった調査の中に、既にリストアップされてい

る横須賀の貴重なものがこれだけ確実にあるんだ。そ

して、それは私たちや一部のおたく的な人間が知って

いるだけではなくて、オーソライズされているのです。

国の中で、貴重なものがあるのだということがオーソ

ライズされているということにほかなりません。これ

はとてもすごいことなのです。もちろん、横浜の物件

も数多く出ています。横浜は西洋館、いろいろ山手に

あるようなものも１つずつ上がってきていますから、

件数としてはちょっと多くなりますけれども、それに

次ぐのはもちろんこの横須賀ということになります。 

 これだけ見ても、横須賀は、ちょっとみんなよく知

らないけれども、実はなかなか凄いということの一端

がわかっていただけたのではないかなと思います。 

 次です。これは今から35年ほど前に、日本建築学会

というところが近代建築総覧という全国にある近代建

築を一覧にしたものをまとめました。その中で、83年、

98年と修正したり追加したりしながら、近代の建築物

についての、日本でも大変基本的で、大変大がかりな

調査でした。これは今でも何か建物が重要だというと

きには、建築学会の近代建築総覧に掲載されていると

いうのが、もう１つの定まった価値づけになるものな

のです。 

 それがどうでしょう。横須賀です。これは全体の中

から横須賀だけを抜粋して持ってきました。たくさん

あります。小さい字が本当に苦手で見えないのですが、

どうでしょうか、なくなったものが多くありませんか。

あれもないな、これもないな。 

 １ページ目。はい、２ページ目です。つい最近も文

化興業、なくなりました。そして３ページ目。登録に

あった逸見の浄水場も出ていますけれども、これが３

ページ目。合わせて78件がこの時点でありました。 

 いかがでしょうか。あれもない、これもないなとい

うように、確認できた方もいるのではないかと思いま

す。横須賀は大変な実力者です。これだけの数を見る

と、神奈川県内、いや県内だけではなくて日本の中で

大変な実力者です。それがどうでしょう。今日も市長

さんからのメッセージの中に、選ばれる都市になりた

いという。もちろん、選ばれているのです。もう間違

いなくこれを見ると、横須賀は選ばれているのです。

それを選んでいないのは誰なのでしょう。それをこの

シンポジウムを通して前向きに検討していきたいかな

というように思います。 

 というところで、前座の私の話は終わりにしまして、

早速これらの、特に横須賀製鉄所ゆかりの近代の遺産

にはどんなものがあるのか。それを先ほどの神奈川県

の近代化遺産の調査も中心になって執筆をしてくださ

いました、まず菊地さんのほうからご報告をお願いし

たいと思います。 

○菊地氏 ではこれから簡単に報告させていただきま

す。 

 今、水沼先生からご説明いただいたとおり、神奈川

県の近代化遺産調査というもので、横須賀はかなり文

化財候補が多くリストアップされた。単純に言えば横
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浜の10倍。神奈川県ではナンバーワン。これに匹敵す

るのは全国でも余りないのではないか。ここまで文化

財級があるところはない。１平方キロメートル当たり

に４つぐらいはあるであろう。ですから、先ほど山本

先生が１キロをじっくり歩きたいと述べられましたが、

その間に文化財が４つあれば、じっくり歩かざるを得

ないんですね。そんな近代化遺産が数多く残る横須賀

なのですが、今回、横須賀製鉄所が残したものという

タイトルのパネルディスカッションですので、歴史遺

産のうち横須賀製鉄所というものに絞って今回説明さ

せていただきたいと思います。 

 

 まず横須賀製鉄所とは何ぞや。製鉄と付くのですが、

横須賀製鉄所を作りに来たフランス人技術者たちは、

この施設を「アルスナル」と呼んでいまして、それは

日本語に訳しますと海軍工廠の意味。工廠というのは

軍直属の工場という意味です。海軍工廠というのは、

港と工場を備えた総合施設。そういったものを指しま

す。 

 横須賀製鉄所の役割としましては、船の修理と建造

を主に行なっていました。日本は開国後、外国船が行

き来するようになるわけですけれども、諸外国から近

代的な灯台を整備しなさいというように命令されるわ

けです。条件を突きつけられた。その突きつけられた

条件を克服させるために、灯台建設を担ったのも横須

賀製鉄所でした。 

 また、横須賀製鉄所では、ただ単に船が作られるよ

うな施設を外国人に作ってもらうというだけではなく

て、その作り方や何かのノウハウまでもきちんと日本

に根づかせようと、技術移転というのが試行された施

設でございます。 

 また、横須賀では船だけを作っていたわけではなく

て、機械も作っていました。結果として官営工場の基

礎的な機械や何かを作って、官営工場を支える施設と

しての役割も担わされます。例えば、富岡製糸場にも

機械を納品しております。 

 1865年、今から150年前に起工しまして、明治4年に

は中心的な施設であったドライドックと呼ばれる施設。

船を修理する本格的な施設が完成します。 

 1871年、ドライドックの完成後に天皇陛下を迎えて、

今、画面にも映していますけれども、熱気球が上げら

れたわけです。 

 

これが1871年の横須賀の姿です。ヴェルニー公園の対

岸に熱気球が浮かんでいる。熱気球というのはフラン

ス語に訳しますと、モンゴルフィエ。モンゴルフィエ

というのは、横須賀製鉄所の会計課長です。横須賀製

鉄所の会計課長というのは、熱気球開発者の一族であ

った。フランス人の首長であったヴェルニーさんは、

そのモンゴルフィエ家の分系になります。ですから、

熱気球開発者一族が日本にやって来たということでも

あったわけです。 
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 横須賀製鉄所では、さすがに、使命としていい船も

作りました。横須賀丸、近隣を行き来していた船。そ

れで右側は、最初の軍艦、清輝と呼ばれるものです。 

 

これは、ヨーロッパ航行の担当した重要な船でござい

ます。これの設計者が副首長のティボディエさんとい

う方です。フランスのトップ校をトップレベルで卒業

した、とても優秀な方です。 

 横須賀製鉄所は、開国の条件となってしまった灯台

の建設も担わされてしまった。日本で最初の本格的な

灯台は、観音埼灯台だったわけでございます。それも

横須賀製鉄所の設計施工によるものです。ですから、

現在も観音崎に行きますと、横須賀製鉄所と書いてあ

るレンガや何かが落ちていたりするわけです。できれ

ば拾ったら、博物館にいただけると助かるのですが。 

 横須賀製鉄所が建設を担った初期の灯台は4つあり

まして、そのまま現存しているのは１つ。博物館明治

村にあります品川灯台です。これが横須賀製鉄所設計

施工の灯台としては唯一残るもので、国の重要文化財

に指定されております。できれば中央公園あたりに欲

しかったような１点ではあります。 

 横須賀製鉄所は船や何かを作っていただけではなく

て、全国の官営工場を支えるという役割も担ったわけ

でございます。 

横須賀製鉄所は富岡製糸場に巨大な水槽を納品しま

した。実は、近代化遺産の世界では、これはかなり重

要視されていまして、重要だ、重要だと早くから言わ

れていました。横須賀製鉄所では、横浜にサテライト

工場をつくりまして、そこでこの製造を受注して納品

した。その他、富岡製糸場の機械類の納品のために忙

しくなってしまったということが、当時の記録に残さ

れております。 

 また、生野鉱山の橋を納めたという記録がありまし

て、具体的にどの橋かというのはちょっとわからない

のですが、そういった橋が生野鉱山付近には残されて

いる。機械類も納品したという記録がありまして、最

近、そこの生野周辺で生まれて、今、横須賀に勤めて

いる方がいるのですが、ふるさとに里帰りするたびに

そこの歴史資料を調べていて、どうも横須賀造船所が

設計した機械類の図面を見つけたらしいというような

情報も僕はいただいております。ですから、横須賀の

生み出した歴史遺産というのは、横須賀市内だけにと

どまるのではなくて、市外にも存在する。 

 また、栃木県の紡績所の図面にも、きちんと横須賀

造船所というふうに書いてあるわけでございます。 

 このように、日本の近代化に必要なものを横須賀は

かなり作っていた。そういったものを作っていた機械

遺産の中で、１つ残っているものがスチームハンマー

と呼ばれるものでございます。これは江戸時代末期の

1865年、今からちょうど150年前に製造されまして、

その翌年に輸入された機械でございます。 
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 向かって左側は、３トンハンマーと呼ばれるもので、

1996年ごろまで動いていたものです。はっきりは言え

ないですが、当時、現役で稼働していたスチームハン

マーとしては世界最古だろうというように言われてい

た貴重なものでございます。 

 このスチームハンマーは1996年ごろ解体撤去をする

ということが表明されまして、それを受けて横須賀市

ではどうしたかといいますと、僕の隣に座っています

亀井さんら、市の職員が現場にとにかく行ってみなき

ゃだめだということで行って、どうするとなったとき

に、計画があったかはわからないが、残すというよう

になりました。そのことを横須賀市長も公式の場で表

明しまして、スチームハンマーは残るということにな

った。長らくスクラップになっていたのですが、ちょ

うど私がその頃に採用になりまして、このスクラップ

を重要文化財にしてくれないかという仕事が来まして、

そのプロジェクトがちょうど十数年前に始まったわけ

です。 

 機械類ですので、動いてなんぼだという意見が非常

に多かったです。確かに動かないと機械って理解しに

くい。ただ狭いヴェルニー記念館に入るということが

確定した時点で、動かしながら使うということはなか

なかできないであろうということで、将来、市民が動

かし得るように、ヴェルニー記念館に設置する前に作

動テストを行いまして、動くことを確認してから現場

に設置したということでございます。ですから、現在

ヴェルニー記念館に空気のポンプを持ってきますと、

あのスチームハンマーは動きます。ただ、壁にはひび

が入るでしょうということです。 

 あとは、スチームハンマーの保存に関しましてもう

１つ大きかった意見が、130年も使われてきた。130年

間お疲れさまでしたという姿もぜひ残したいという意

見も多かったです。その気持ちは僕もよくわかります

ので、その130年間の履歴、全てのサンプルを記録映

像とともに保存しました。輸入当時の姿にスチームハ

ンマーを戻したのですが、その取り外される過程で失

われた全部材のサンプルを実物と動画映像記録によっ

て保存しております。 

 一昨年、そんな横須賀市のプロジェクトに対して敬

意を表したいという機械工業の団体がありまして、東

京のビッグサイトに実物大の写真を展示してください

ました。これは来場者数万人がありました。このよう

に、スチームハンマーというのは最近かなり脚光を浴

びつつあります。 

 右上に何とか認定おめでとうみたいな看板がありま

すが、日本機械学会から機械遺産というのに認定され

まして、かなりマスコミとかでも宣伝された機械でご

ざいます。 

 このスチームハンマーを動かすためには良質な水が

必要であった。その他、造船所の上には水が必要だっ

たわけですけれども、横須賀製鉄所では、最初近隣の

水を使っていましたが、それだけでは足りないという

ことで、走水の地に豊富な湧水があるのに目をつけま

して、そこから水道を引くという走水の水道の建設に

着手します。それは後々、どんどん拡張されていきま

して、日露戦争期ごろにはかなり拡張されている。こ

のうち２つの建物に関しては国の有形登録文化財にな

っております。 
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 右下なんかは明治41年の鉄筋コンクリートの建築で

ございます。これが確認されるまで日本で現存最古の

鉄筋コンクリートの建築は、明治44年の三井物産横浜

支店だったわけです。日本初の鉄筋コンクリートの建

築は、明治38年の佐世保鎮守府の建築。それは失われ

た。ということは、これはもしかしたら日本で現存最

古の可能性もあるということでございます。そのぐら

い貴重なものです。 

 こちらは中心施設にするもう１つだったドライドッ

ク。先ほど山本先生の講演にもありましたけれども、

イタリア半島みたいなものがヴェルニー公園側に向か

ってあったわけです。この１号ドックの真上には山が

あったわけです。山を取り外して、岩盤を掘り込んで

作ったのが1号ドック。もともとは海面を埋め立てて

つくるはずでした。それについてヴェルニーさんが耐

震性に不安を覚えるということで、設計変更をかけま

して、この山の地を選んだということでございます。

この山の地はもともと別な用途に使うはずだったわけ

でございます。 

 

 この辺の山を切り崩している最中に骨のようなもの

が出てきました。象の化石発見。これをナウマンさん

という方が研究しましたので、これがナウマンゾウと

命名されていきます。ですから、横須賀はナウマンゾ

ウの発祥の地でもあるわけでございます。 

横須賀製鉄所では、ナウマンさんが象の化石を深く

研究する前に、横須賀製鉄所の技術者もきちんと象の

化石ということはある程度把握はしていたようです。

ナウマンゾウ発見ゆかりの地、横須賀を体感。 

 この横須賀の歴史遺産、国立科学博物館と学習院大

学にこの化石の実物が納められていまして、左側の写

真はヴェルニー本家に残されております。 

学習院大学のナウマンゾウの化石につきましては、

最近テレビでも放映されまして、とても貴重なもので

すというふうに説明されていましたので、そのまま学

習院は納め続けるだろうなと思います。 

 こちらは2号ドック。1号ドックが一番大切で、2号

ドックが2番目だということではなくて、造船所のど

れも大事でございます。 

 

1号ドックはフランス人主導で作ったのですが、2号

ドックに関しましては横須賀製鉄所に設置された優秀

な附属校、黌舎
こうしゃ

と呼ばれるところを出ました恒川さ

んという人が設計に参画します。 

ここで技術を実地で身につけまして、以後、ランド

マークタワー前の国の重要文化財のドッグヤードガー

デン、あれを設計したり、浦賀の川間にある川間ドッ

クと呼ばれるものを設計したりするという、横須賀で

技術を身につけて、全国でその技術を発揮するという

ことをやります。 

 こちらは3号ドック。明治7年に竣工したものでござ

います。 
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このドックにはセメントが使われていまして、セメン

ト代が余りにも高いということに横須賀製鉄所の技術

者が気づきまして、以後の日本をよくするには、セメ

ントを国産化しなければならないということを決意し

まして、伊藤博文に建議する。そしてセメントの国産

化が実現していくということになります。 

 ドライドックの断面図を見ていただきますが、真ん

中に水を入れて、ポンプで抜いて船を修理します。こ

れが1号ドックから3号ドック、この地下施設も含めて

そのままセットで残されております。現在、米海軍横

須賀基地の中で日米共同使用ということで使用されて

おります。 

 ドライドックが古いということは、ドライドックの

脇にある護岸も古い。基地の外から護岸を眺めていま

すと、コンクリートで塗ってなかなかわからないです

けれども、石積みのほうが、かなり広範囲に横須賀本

港には残されております。 

 横須賀製鉄所の歴史遺産に関しましては、スチーム

ハンマーとドックだということが長らく言われてきて、

残念ながら建築については残っていないと言っていた

方もいたわけです。これにつきまして、最近横須賀製

鉄所の副首長のティボディエ官舎というのが現存して

いることがわかり、緊急調査がかけられ、その部材が

保存されるという事業が進められております。そのテ

ィボディエ官舎の現存が確認されたのが2001年でござ

います。 

 下の左から2番目、後ろの方は見にくいかもしれま

せんけれども、ここに映っている肖像の方が副首長の

ティボディエです。 

 

副首長のところに、「・弟」と書いてあるのですが、

誰の弟かといいますと、ヴェルニーさんの弟でござい

ます。奥さん同士が姉妹です。ティボディエはヴェル

ニーの奥さんを非常に美しいと言って羨ましがってい

たというようなことを本国の父に宛てた手紙に書いて

いました。ティボディエは勉強を頑張りました。それ

で勉強を頑張って、妹さんを何とか、めとりました。 

 この緊急の学術調査が開始された背景です。2001年

の６月末、米軍から解体撤去間近との一報が横須賀市

に寄せられます。これはまずいだろうということで、

2001年７月12日、身柄があいている市の関係部署の職

員、あとは市民の有志で連携しまして、急遽現地に駆

けつけて、緊急の予備調査を行います。謝礼なしです、

もちろん。そこで米軍基地ではこの解体の話はかなり

焦っている。米軍の年度末は９月。そこまでに解体し

て、そこを再開発するという話がありまして、解体撤

去を逃れたければ８月に決着をつけなさい。あなたた

ちは調査をやるのですか、やらないのですかと言われ

て、調査をやりますと答えて帰ってきたわけです。 

 それで2001年８月、この案件は非常に重要だという

ことで、横須賀市教育委員会が正式の調査として行う
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ことになります。博物館学芸員がちょろっとやるので

はなくて、市で正式にやりますよということで、調査

団を結成しまして、緊急調査団ということで調査を開

始します。この時どういう調査団を組む必要があるか

というと、まず緊急調査に対応できること。非常に学

術的にレベルの高い建築ですので、いい加減な調査で

終わってはならない。仮に失われた場合に、徹底した

記録保存がなされていなければならないということで、

緻密な調査ができる人というのが必要だった。ですか

ら実測調査で3,640を連続して書くような方はこのと

きは不向きでした。そんな中、横須賀建築探偵団、横

須賀の文化遺産を考える会という方が、全面協力とい

うことを表明してくださいまして、緊急調査を進めて

いきました。 

 2001年の９月、提出は必須ではなかったのですが、

自主的に緊急事態だということで、保存を願った中間

報告書というのを勝手に作成しまして米軍に提出しま

した。その結果、米軍は解体撤去をやめまして、保存

を決定しました。米軍のティボディエ官舎解体撤去の

予算というのは、横須賀の米軍基地が優秀基地賞とい

う、アメリカの軍の中で優秀な基地だという賞をもら

ったそうで、その賞金の予算だったそうです。ですか

ら米軍がその賞金を流用したわけでございます。 

 それでこれが緊急調査のティボディエ官舎の姿。先

ほど山本先生のお話にもありました蔵田清右衛門さん

の話。その方の仕事につきましては、古文書が残され

ておりまして、その中にティボディエ官舎の図面も含

まれていたわけです。それと写真や何か現物を見ると、

何となく似ているぞ。それで７月12日に緊急のグルー

プを結成して現地に乗り込んだときも、ティボディエ

官舎の断面図と小屋裏の状態は同じだということで、

ほぼ現存が間違いないであろうということで、現存が

確定したわけでございます。 

 

 その古文書ですが、うちの博物館で古文書を読める

人間もいますので、同時に古文書の調査も進めていっ

たわけです。このトラスの形ですが、一般的なトラス

の形とは少しやや異なっておりまして、これ右、左、

端のほうにちょっと杖みたいなのが入っているんです。 

 

本来ならトラスだともうちょっと別な部材の入れ方を

するのですが、このような形、富岡製糸場の操糸場と

いう建築でも一緒で、最近新潟県新発田市で白壁
しらかべ

兵舎
へいしゃ

っていうフランス流の建築として保存された施

設がありますがそこも同じ形式です。それを俗称・フ

レンチトラスというように呼ぶことがありまして、富

岡と横須賀製鉄所というのは力学的にも共通している

ものがあるということでございます。 
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 こちら、緊急の学術調査時の姿です。右上にいるの

は、手前側が国の文化財審議委員の建築史の先生です。

この人が重要文化財にするかどうかということを大き

く左右する。事務方で大きく左右するのが屋根裏を覗

いている文化庁の主任調査官と呼ばれる2名。この3人

がいると文化財になるわけです。そのくらいの方が現

地に駆けつけている。 

最初、この緊急調査が横須賀で始まったときに、冷

ややかな目の人もいまして、そんな偉い人が来るわけ

ないと言っていた人もいたのですが、この後どんどん

来ました。 

 左下は、緊急調査の調査団として正式に加わった横

須賀建築探偵団の皆さんです。左上はトランシットを

覗く横須賀建築探偵団のメンバー、石本朝子さんです。

本日おめでたいことに、よこすか都市景観協議会賞と

いうのを受賞なされました。本当にうれしいことでご

ざいます。横須賀建築探偵団と学者とチームを組んで

やった調査の成果がこちらでございます。これは８月

中に実測をして図面を書いて、報告書をまとめながら

やった成果の一部でございます。断面図もやっぱり似

ている。調査が終わった後は、夜は製図です。あとは

次の調査計画の打ち合わせ。朝から晩までずっと一緒

につき合っていたわけです。 

 左は、平面図です。平面図もある程度似ている。間

仕切りは失われている。こちらは立面図です。ベラン

ダがあった、ベランダの柱の端まで壁を寄せて部屋を

広げていただけで、基本的な屋根の形とかはあまり変

わらないことがわかります。 

 こちらは建設当時の姿を最もよく残しているであろ

うと推定されていたところです。木と木の柱の間に、

何らかの硬い材料が詰められている。もう木骨レンガ

造ということは言えそうだったのですが、確認しない

と言えない。 

 

ただ木の柱のところでいろいろな痕跡が残されてい

まして、当時の窓の位置なども推定し得るような、そ

ういった痕跡も残されていた。こういうのを測るのを

得意とするが考古学者です。急遽ここで考古学者をメ

ンバーに加えまして、考古学者と横須賀建築探偵団と

セットで、この面だけは遺跡を測るのと同じ手法で実

測をしております。 

 そんなこともあって、もう少し待って欲しかったの

ですが、どこで情報が漏れたかわからないけれど、９

月に朝日新聞で明治期の洋風建築現存ということが大

きく新聞に取り上げられます。その流れか、この建物

は重要だから残すというようになってきまして、文化

財を保存修復して活用するための解体調査という手順

を一度踏むのです。そんな中で、2005年に解体調査と

いうことになり、解体調査をやっていきましたら、こ

の建物はやっぱり木骨レンガ造だということが判明し

たわけでございます。木と木の間にれんがを積む。 
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ティボディエ官舎は明治3年頃の竣工でございます。

これまで関東最古の洋風建築は富岡製糸場の明治5年

でした。ですから、ティボディエ官舎はそれをさかの

ぼって、少なくとも関東最古。もしかしたら本州最古

といえるかもしれないんですけれども、確定は出来て

いません。 

ただ、ティボディエ官舎の価値というのは、日本で

一番古いか２番目に古いかというところにあるのでは

なくて、横須賀製鉄所が以後の歴史に大きな影響を与

えた点で重要ですので、ティボディエ官舎の現存とい

うのは非常に重要だった。 

 右側の富岡製糸場というのも、実はこれは横須賀製

鉄所の設計なのです。ですから世界遺産の富岡製糸場

もまた横須賀製鉄所の産物なのです。その源流の建築

と位置づけられるのがこのティボディエ官舎なわけで

す。力学までも共通している。最近、富岡製糸場では

レンガが発掘されてきておりまして、そこでは横須賀

造船所銘のレンガも発見されてきておるわけでござい

ます。これは3月1日までうちの博物館で展示しており

ます。横須賀製鉄所と富岡製糸場、ただ単に横須賀製

鉄所が富岡製糸場を作ったというだけではなくて、フ

ランス人同士の家族ぐるみの交流があったことも知ら

れております。石積みの基礎も当時のまま残されてい

たわけでございます。 

 

これは通称ブラフ積みと呼ばれています。横浜のあ

たりではブラフ積みと呼ばれて親しまれている。横須

賀にはたくさんある積み方でございます。 

 先ほど横須賀製鉄所はフランスのトゥーロンに似て

いるというお話もあったのですが、そこの現地を訪れ

ますと、ブラフ積みのような積み方の建築もあったり

するわけです。発掘調査中には、こういったタイル、

あと石積みの基礎や何かもたくさん残ってきた。 

 

 

（フランス・トゥーロン市 ,2011年2月11日撮影） 

 現在は、これらの部材は保存されておりまして、今

後どうなるか、今、待っている状況でございます。 

 横須賀製鉄所はたくさんの遺産を残していますが、

例えばそれは物だけではなくて、システムや何かも残

している。世界的にも早くメートル法を公式採用しま

したので、横須賀にいち早くメートル法が根づいてい

った。横須賀製鉄所では、江戸時代末期に一尺を303

ミリというふうに換算しておりまして、それを取引業

者の間でも使っていた。その一尺303ミリのモジュー

ルというのは、現在の建築を設計するモジュールとし
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ても生き続けているわけでございます。 

 そういったことで、横須賀製鉄所の歴史遺産という

のはいろいろありますよというようなところで話を終

えさせていただきたいと思います。 

 どうもすみません、長くなりました。 

○水沼氏 ありがとうございました。 

 横須賀製鉄所は、人も技術もたくさん残していたの

だということがよくわかりました。なおかつ、よく私

たちは知っているところではありますけれども、富岡

製糸場というのが、とりもなおさず、この横須賀製鉄

所から派生したというとちょっと言い過ぎかもしれま

せんが、こっちのほうが先なのだぞという思いを強く

するお話だったかと思います。 

 なおかつティボディエ邸。私は昨年、この検討委員

会を山本先生達と一緒にやらせていただいて、これは

復元すべきものであるという結論を既に出しています。

それはいつ動き出すのか。このタイミングしかないと

いうタイミングが多分今年になるのではないかなとい

うように私は考えています。 

 ということで、菊地さん、どうもありがとうござい

ました。 

 次に、その後の横須賀製鉄所から、今度はその後で

す。海軍の基地になっていく横須賀の歴史があります。

これも製鉄所の歴史を引き継いで、海軍の基地、

枢要
すうよう

な場所に、軍都になっていくわけですが、その

あたりの都市形成の話を亀井さんのほうからお願いし

たいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○亀井氏 はい、わかりました。 

 では私の役割は、今ここに、軍都横須賀と書いてし

まったのですが、これは思想的な意味もあるので、と

いう危惧があるのですが、これから横須賀の都市形成

の歴史をひも解いていただければ、まちづくり、まち

の形成はやはり横須賀というのは軍と関わりがあった

のだなというのを理解していただけるのではないかな

と思いまして、まず刺激的ですけれども、軍都横須賀。

近代都市形成の光と影の部分があったということを紹

介したいと思います。 

 初めに、皆さんにこの地図を見ていただきまして、

ちょっと考えてもらおうかなと思います。 

 

ここが横須賀市であるのは皆さんご存じだと思いま

す。ここに太い線を書いてみたのですが、これは何の

線だかおわかりですか。わかりますよね。ここは浦賀

です。こちらが品川です。これは京浜急行をなぞった

ものです。なぜこの図を出したかというと、京浜急行

をなぞってみて、皆さん、品川から浦賀とか、あるい

は横須賀、当然京浜急行に乗ったことがありますよね。

では、この間にトンネルが何個あると思いますか。ト

ンネルを数えた方はいらっしゃいますか。 

 本当は指してみたいところですが、実はトンネルは

23個あります。なかなかこの距離で23個って数が多い

なと思うでしょうけれども、もう１つ、ここは横浜市

です。これが横浜駅。大体半分ぐらいです。23個のう

ち、この上半分、下半分、何個ずつ分かれていると思

いますか。 

○－－ 全部下。 

○亀井氏 そうですね。実は品川から横浜まででゼロ
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です。ということは、ここからここまで全部で23個あ

るのです。 

 もうちょっと。ここに横須賀市の市域があります。

大体、横浜と浦賀の真ん中ぐらい。半分ぐらい。23個

があるうち、上半分、つまり横浜から横須賀に入って

くるまでと、横須賀に入ってからでどちらが多いと思

いますか。あるいは何個ぐらいずつあると思いますか。 

○－－ 横浜が２個ぐらい。 

○亀井氏 そうですね。これが横浜市内にあるトンネ

ルなのです。これが横須賀です。これだけの距離で、

これだけトンネルがあるのってすごいなと思いますが、

トンネルってお金がかかるのですよ。平らなところに

鉄道を引くよりも、当然トンネルはお金がかかります。 

 ですから、なぜトンネルを作ってまで横須賀に鉄道

を敷かなければならなかったのかというそのことだけ

でも、横須賀の町の吸引力みたいなものが、このトン

ネルの数だけでもあらわれているなと思います。 

 

 これは京浜急行が敷かれたときです。湘南電気鉄道

です。敷かれたときのチラシなのですけれども、これ

が大体全体像です。 

後ろの方は見えないでしょうか。黄金町から浦賀ま

でです。こうあります。これが横須賀市内の追浜から

浦賀。これは先ほど山本先生の話にも出てきた横須賀

軍港という駅がここにありまして、この場合、中央駅

です。横須賀市内の南部をアップにしてみたのですが、

例えばこのあたり、横須賀の中に入ってこの京浜急行

を見るとわかりますけれども、すごいトンネルの数で

すよね。 

 僕もおばあちゃんに連れられて電車に乗ると、昔

「汽車ぽっぽの歌」というのを教えてもらったもので

す。あの歌、おもしろいですね。トンネルがあると喜

びます。電車が横須賀に入ってくるとトンネルだらけ

で喜んでばかりです。トンネルの間、間に駅があるよ

うな、ほとんど地下鉄のような湘南電気鉄道だったと

思います。湘南電気鉄道は昭和5年に敷かれますけれ

ども、大変な技術だったのではないかなということが

わかると思います。 

 横須賀はもう１つ鉄道があります。ＪＲ横須賀線で

す。これも地図上で見てみましょう。これは大船駅。

わかると思います。下のほうに横須賀駅があります。

ここが市域境界線で、これが横須賀と逗子市の間です。

大船から鉄道を敷きまして、この鉄道も結構強引に敷

いたようです。鎌倉のあたりのお寺の中を突っ切った

りとかしまして、逗子を通して横須賀に入る。横須賀

市域はちょうどトンネルの中です。そうしますと横須

賀に入るのはほとんどトンネルです。駅以外ほとんど

トンネルです。横須賀線は明治22年に、山本先生の紹

介にもありましたけれども、相当な力がなければ敷け

なかったと思います。 

 この横須賀線は、西郷隆盛の弟である海軍大臣

西郷
さいごう

従
じゅう

道
どう

と、陸軍大臣の大山
おおやま

巌
いわお

から伊藤博文宛て

に要請文が出ています。これ、先ほどの山本先生と写

真とかかぶってしまいますが、これが大正時代の横須

賀駅です。 

相州横須賀は第一海軍港にしてうんぬん。汽車鉄道

を敷設するに、陸海軍両軍軍略上最も緊要擱くべから

ずことにて、このような長い文を西郷さんと大山巌が
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書いて、伊藤博文に出して、これが実現しています。 

  

 もともと海軍の予定では観音崎まで敷きたいという

予定もあったそうですけれども、最終的になかなか予

算がとれない。特に横須賀の市街地を突っ切るとなる

と膨大な予算がかかってしまって不可能ですよという

ことがありまして、実はこれ、明治時代の議会で否決

されます。否決されるということは、大蔵大臣が否定

したものです。金がないからできないと。困ったこと

ですが、実は東海道を当時敷いておりまして、東海道

のお金を流用するという離れわざで、何とかここまで

敷いているというような事実が残っているようでござ

います。 

 もう１つ、同じような都市基盤で、国道16号があり

ます。国道というのは明治国道、大正国道というのが

あるんですけれども、大体、国道の２桁国道というの

は、大体、明治、大正ぐらいからある国道で、横須賀

の国道16号というのも大体、明治国道、大正国道とな

ります。 

 明治時代の国道として、例えば明治時代は横須賀に

来る国道は44号国道と呼ばれていました。44号という

ことは、44番目の国道です。44本あったのです。実は、

１号から44号までというのは、例えば東京から横浜に

出す。２号が東京から大阪港。３号は東京から沖縄、

40も東京沖縄ということで、そういうのは県に、ある

いは県庁所在地に向かっているのです。 

 明治20年に追加が出ます。東京より横須賀鎮守府に

達する路線というのができるのです。これがそのまま、

すみませんこれ、44号国道で数がちょっと違いますが、

軍のゆかりだということで、例外的に敷かれた国道に

指定されます。 

 

 もっとも国道といいましても、実は向こうの写真に

あるように、明治国道ってこんなところを通っている

のです。先ほど山本先生が言ったように十三峠とか、

山のほとんど遭難しそうなところを通っていたわけで

す。これが大正時代になりまして、大正国道というの

ができます。 

 この大正国道というのも定義が２つありまして、１

つは東京より府県庁所在地や鎮守府所在地に至る路線。

つまり、東京からそれぞれの鎮守府に至るところまで

を国道にしましょう、ということで、第１番目に挙げ

られています。これで31号国道に整備されまして、そ

の後、これでは余りにも不便だということで、またト

ンネルをたくさん作って整備されていく。 

 このように、やはり軍からのいろいろな影響によっ

ていろいろな都市基盤の整備が出てきたなというのは、

鉄道とか国道を見ていくとわかると思います。 

 もうちょっと戻ります。もう１個線を引きます。こ

れです。これは何の線だかわかりますか。今日来てい
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る方は結構わかる方が多いですね。これは水道です。 

 

先ほど菊地のほうから走水の水源の話をしましたけれ

ども、その後足りなくなりまして、この半原のほうか

ら軍用の水道ということで横須賀に引いてきます。 

地図ではほとんど真っすぐです。もともとはここに

あり、ほとんど真っすぐ引いています。 

 これが大正期に引かれて、非常に最盛期の事業だな

と思うのですが、実はこれが横須賀市の土地なんです。

例えば、横浜なんかも近代水道が引かれますが、大変

で、他都市の土地を借ります。横須賀も、こういった

形で横須賀市の土地になっています。ですから逗子と

か葉山とかへ行っても、横須賀市の看板がところどこ

ろに立っています。 

これが大正期の水道工事の写真です。これが今でも

残っています。逸見浄水場です。 

 

 ここが横須賀の町で、そしてここが先ほど山本先生

がおっしゃった中横須賀です。この辺が横須賀の町が

あったところです。 

 それから、これが埋め立て前の横須賀です。当時の

横須賀の町は実を言うとこれだけです。それも浦賀町

の方がずっと大きかったです。それがだんだん手入れ

されてくるのですが、東京湾を守ろうということで、

横須賀の周りにこのような猿島の灯台ですとか大砲と

かができてきて、要塞化からまず始まります。 

 また、先ほど山本先生が言ったように、だんだん下

町の埋め立てが入ってくるわけです。ちょうどこれは

明治10年ぐらいです。 

 

この下町のほうが整備されまして、平坂というのが

できます。平坂ができることによって、浦賀道とつな

がるわけです。 

こういった形で市街地が広がっていきます。先ほど

言ったように明治11年小川町の埋め立て、若松町の埋

め立てをしまして、これらが横須賀町というように発

展してくるわけです。 

 明治22年に逸見の町の中に横須賀駅ができます。そ

の影響も出たかどうか、逸見村と横須賀町がこのとき

合併をします。まだ浦賀のほうが大きいです。 
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 このころの横須賀というのはこんな形で、観光名所

でした。観光名所として発達しまして、ただ、横須賀

の製鉄所も鎮守府造船部といって、最終的には横須賀

海軍工廠というふうに名前を変えていきます。これは

そのころの市街地です。 

 

だんだんこの米が浜のあたりが埋め立てられまして、

半島の反対側が埋め立てられまして、大滝町が賑やか

になってきたというのがわかると思います。 

 隣の豊島町というのがありまして、名前は現在の豊

島小学校として残っています。豊島町、横須賀町が合

併をします。明治40年です。ここで横須賀市が誕生す

るわけです。 

そのころにつくられた公共公益施設です。結構立派

な建物が当時建てられました。例えば横須賀の海軍病

院であるとか、これは木造ですが当時の横須賀市庁舎

です。今のヨゼフ病院のところにありました。 

 

例えばこういった郵便局であるとか学校なんかもつ

くられていきます。今現在はいろいろ活用されて聖ヨ

ゼフ病院になり、海軍病院だったところは、文化会館

になっております。 

 さらに横須賀は大正期になっても埋め立てがすすん

で、市街地がかなり拡張されていきます。 

 関東大震災が起きます。崩壊をします。 

 実は、この関東大震災の後に市街地整備というのが

されるのですが、ここが横須賀中央駅です。この赤い

線の場所は皆さん通ったことがありますよね。 

 

これは三笠ビルの中。これは、Ｙデッキの向こうの

細いところ。それに焼鳥屋がありますね。この辺にカ

レー屋か何かがありまして、細いところがありますね。

この細い赤い線で、実はその下の地図を見ると、関東
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大震災の前の道なのです。関東大震災の前の道に対し

て、これだけの区画をつくって道路整備をします。こ

れは他都市の例なんかを見るとわかるのですが、これ

だけの区画整備ができるのは、よほど綿密な整備をし

ないと区画整備できません。 

 なぜ横須賀が急にこれができたかというと、これは

軍がやったからです。軍が関わっていたからです。用

地買収をやっているのです。区画整備じゃない、区画

整理は土地をパズルのようにあちこちやるのですが、

用地買収方式によって道路ができます。これがそのと

きにできた道路です。まだ横須賀中央駅がありません

けれども、この辺に横須賀中央駅が後にできます。当

時としてはすごく広い道路だったと思います。 

 その後、こういった形でＪＲを軍がさらに拡張して

いきまして、これは、追浜とか田浦のほうです。これ

は夏島です。猿島じゃないですよ、夏島。これは追浜。

海だったころです。それから軍が北部のほうに拡張し

ていきまして、どんどんと軍の施設が広がってきて、

そんな影響もありまして、田浦町、衣笠村も横須賀に

合併をします。 

 終戦時のものですが、赤色に塗られている部分が軍

の施設です。 

 

横須賀市内にこれだけ軍の施設があったのです。こ

れは何かと言いますと、今まで近代都市は軍のおかげ

で整備されたなということですが、これだけ市の中に

軍の土地がありますと、財政的に非常に辛いです。ど

ういうことかといいますと、まず軍関係施設というの

は非課税なのです。それから市で一番大事なところが

ほとんど軍の工場ですから、一般的な商業とか工業の

施設が発展できない。それから港務者とか海軍の兵員

ですから、税負担力が低いのです。さらに土地は起伏

があります。 

 これらのことから非常に財政的に苦しみます。海軍

助成金問題という、そんなことを一生懸命訴えて、軍

からお金をもらうようなことをしていましたが、この

ような歴史がずっと横須賀につきまといます。 

 それからこれは、海軍工廠、横須賀製鉄所の工員の

数です。 

 

大体、明治の20年まで。横須賀製鉄所時代からどんど

ん工員が増えていきます。明治20年ぐらい過ぎまして

も、それから後の日清戦争、日露戦争ぐらいにどんど

ん工員が増えます。 

 ところが、この明治40年から昭和8年という大正時

代を含めて、ここにワシントン軍縮協定、ロンドン軍

縮協定があります。この段階で、例えば工員が半分に

なります。例えば最大が2万人ぐらいいた工員が8,500

人ぐらいまで減ります。これはどういうことかという

と、結果的に１万人以上の失業者が横須賀にあふれま
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す。つまり、こういった世界的な軍の状況によって、

横須賀市の町というのは、ものすごく幸・不幸があっ

たということがこの辺からわかると思います。 

 

 また戻りまして、昭和12年に久里浜が横須賀になり

まして、昭和18年にいよいよ浦賀も横須賀市の中に入

りまして、このときに逗子も横須賀市の一部となりま

す。 

 戦争のときの写真ですが、ここに軍艦長門というの

が泊まっていました。これを中心に横須賀空襲という

のが来ます。横浜も川崎も呉も佐世保も、ほとんど空

襲でぼこぼこになるのですが、なぜか横須賀は市街地

に空襲がないのです。この長門だけをピンポイントの

ように空襲しています。 

 

 さらに戦争に負けた後、ちょうど1945年の8月30日

の、マッカーサーが厚木におり立った時とほぼ同じ日、

同じ時刻に、アメリカ軍は横須賀に上陸をして、横須

賀のこの海軍工廠を抑えて、市街地全域に戒厳令を敷

くわけです。それでアメリカ軍は横須賀を接収します。

恐らく、これはいろいろ議論があるところですが、ア

メリカは横須賀の海軍の技術が欲しかったのではない

かと言われています。 

 例えばこれ、お隣の横浜の終戦後間近の姿です。こ

れは横浜の関内です。桜木町の駅のところです。これ

は横須賀の終戦後、すぐアメリカ軍が撮った写真です。 

 

横須賀はほとんど市街地が残っています。ですから、

終戦後すぐ横須賀というのは都市基盤とか市街地がそ

のままで、横須賀に行けば仕事がある。横須賀では生

活ができるという時代だったわけです。   

 これは戦後の横須賀のちょっとした資料ですけれど

も、今、実は旧軍港市転換法という日本の中でも呉、

佐世保、舞鶴、横須賀だけ特別な法律がありまして、

横須賀市内にあった軍施設、これだけあったわけです。 

1,889万平方メートルかな。この中の公共施設、大体3

割ぐらいが転換されています。その中でもこの横須賀

市関係が2割ぐらい。これは全部譲与されています。

民間施設、これは譲渡されていくわけです。大体半分

ぐらいの施設が公共的依願内で整備されているという

ことです。 

 これらは民間の施設ですが、このように軍と横須賀、

近代都市形成に光と影はあります。もともと横須賀製
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鉄所の建設から始まりまして、だんだん近代都市横須

賀ができ上がります。それはやはり、全国に先駆けて

都市基盤が整備できます。一方、戦後、軍都であるゆ

えんで、財政難もあったし、町の治安も不安だったと

いうマイナスのイメージもあります。最終的にこの軍

都であるがゆえの都市イメージをどのようにやるかと

いったところが、今日の私の話のまとめにしたいと思

います。 

○水沼氏 ありがとうございました。 

 パネラーの皆さんが熱の入った発表をしてくださる

ので、時間が押し気味でやや焦っていますけれども。

今、亀井さんのほうから都市のインフラに絡めて、ど

のように海軍の遺産というものが影響を及ぼしている

のかという話をいただきました。 

 それでは、それに引き続きまして、長島さんのほう

から、戦後になってアメリカ軍が来て、その後の横須

賀の話をお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○長島氏 それでは、大分熱の入ったお話で、皆さん

も多少肩が凝ったんじゃないかと思いますので、少し

ほぐしたようなお話をいたしますので、よろしくお願

いいたします。 

 

 横須賀製鉄所が残した150年というこのテーマの中

で、日本軍ですと横須賀鎮守府、それから現在の米軍

では、通称ベースと言っておりますけれども、これに

詳しいのは、私どものグループで長濱さんという方が

非常に詳しくて、その方がパネラーとして出ていただ

ければよかったかなと思っております。 

 年の順か、最初に景観に関わった私に来てしまった

ものですから。 

景観協議会のはしりというので、今の横須賀駅の後

ろに貨物の駅があって、その貨物の駅のところに、高

層ビルが建っております。それのちょっと前のところ

に、５階建てですか、市民プラザというのがありまし

て、ちょうど市長が沢田市長のときです、そこで景観

に関するフォーラムをやった覚えがございます。これ

が最初かなと私は思っておりますが、私も今年で80歳

になります。皆さん、この会場の方で80前後の方がお

られれば、私がこれからお話しするそこら辺の話がよ

くおわかりになるのではないかなと思っております。 

横須賀駅というよりも京浜急行の汐入駅を降ります

と、駅前のこの辺り、バーンと、ガントリークレーン

というのがあったんです。 

 

これは、また後でなくなっちゃったお話をいたしま

すけれども、こういうような大きいクレーンがござい

ました。内幅といって、船をつくる横幅、それが36メ

ートル。長さは最後、継ぎ足していって、330メート

ルになりました。高さがすごいのです。48メートルあ

ります。ということは、今あそこにショッパーズだと
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か建っているあそこら辺ぐらいの高さになってくるわ

けです。すごい大きさでしたね。私が中学とか高校の

ときに、汐入で降りて、ドブ板通りを歩くと、やっぱ

りすごいなというようなことでした。 

 これは何だと思いますか。輪タクです。 

 

要は、自転車の後ろにリヤカーをつけたような人力車

というのですか。人力で走るわけです。ベースの近所

や町場で見ることがありまして、米兵が好んで乗った

わけです。でも私どもは乗りませんでした。なぜかと

いうと、これに乗ったってしようがない。そのころご

存じかと思いますけれども、普通のタクシーの基本料

金が80円だった。でも私はちょっとそれも惜しんで乗

りません。その下の小型、ルノーか何かの、そういう

60円のタクシーに乗りました。 

 ただ、ここのところで、ともかく１ドル360円。固

定相場で。昭和24年から47年までというようなことで。

ですから、どういうことかといいますと、皆さん、間

違っていたら言ってください。たばこを吸われる方、

10本入りのピースという箱があります。これが昭和31

年、40円だった。それから銭湯です。このころおうち

にお風呂場をつくるというのは大変なことだったので、

みんな銭湯へ行きました。ですから公衆料金というよ

うなことでしたから、16円だったのです。皆さん、パ

チンコをやられますね。パチンコの玉は、１個が2円。

だから100円玉だと50個来たわけです。それで楽しん

で、ちょっともうかると三、四人でどこかキャバレー

へ行こうかというような。基本料金じゃないですけれ

ども、キャバレーの最初が500円ぐらいでした。ビー

ルは１本120円。まんじゅう、あんぱん、ジャム、こ

こら辺が10円から12円ぐらいです。そのころ和食より

もラーメンというのが流行しました。30円から40円で

した。ただ若い者はちょっと足りなくて、今ですと大

盛りに盛ってくれとかというようなことなんですけれ

ども、満腹ラーメンというのがありました。その満腹

ラーメンが50円から60円。じゃあ、頭の床屋はいくら

だというと、150円ぐらいでした。そういう時代のと

きに、１ドル360円もします。 

 次、お願いします。皆さんご存じですか。南京虫時

計。要は小さい時計で、ご婦人に、はやったんです。 

 

小物であったり偽物があったりしていましたけれども、

これがワンダラーウォッチ、要は360円で買えました。

こういう時代を過ごして、いろいろとドルに有利なお

仕事の人はえらく儲かりました。ドルに関係のない人

たちは、結構努力して生活を養ったのではないかと思

っております。 

 それで今お話ししたガントリークレーンですが、こ

れは明治30年代に建設されたそうです。暴風雨で被害

を受けまして、もう1回作り直したのが大正2年のこと
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です。英国の会社と三菱造船所で再建されたというこ

とであります。 

このガントリークレーンで、大正2年、戦艦陸奥と

いう軍艦を建造し、これを進水しております。昭和18

年、最後の航空母艦が進水して、終戦を迎えたわけで

す。その後、通称・浦賀ドック、今の住友重機ですけ

れども、これが昭和34年に9,000トン級のギリシャの

貨物船というのを進水しております。 

 その後です。造船の工法が変わりまして、船は巨大

化し、幅も40メートルから50メートルとるわけです。

だからこのガントリークレーンの幅の36メートルでは

ちょっと難しいということで、このガントリークレー

ンが無用の長物になってしまった。何しろ建築屋さん

でペンキ塗装をやっておられる方はわかると思います

けれども、あの鉄骨にペンキを塗っていくと、ともか

く面積が膨大なものになるのでございます。 

 そういうような維持管理などが大変だということで、

とうとう昭和50年に解体撤去ということになりました。

それまではあったのです。汐入をおりると、うわっと

みんな上を向いたわけです。なぜかというと、戦中戦

後、日本軍のときに我々は入れないですよね。工廠へ

行く人たちだけが入れるわけです。それから今度は駐

留軍になってから、ベースの従事者が入れるわけで、

私どもは外から見る、このガントリークレーンしかな

かったわけです。そんなわけで、これは消えゆく景観

でございます。 

 それからもう１つ、努力して復元した景観というの

が、戦艦・三笠です。 

バルチック艦隊と交戦しまして、ソ連が負けて日本

が勝ったわけです。戦後その船がそこにあっちゃまず

いということで、ソ連は撤去しろというようなことに

なりまして。 

 これが今の戦艦・三笠です。 

 

それで哀れな戦艦・三笠を映してください。こんな

ような状態でした。 

 

ダンスホールとそれから水族館があります。要は上

を全部取っ払っちゃっているわけです。取っ払っちゃ

ってもソ連がなかなか承知しないので、じゃあこうい

う形で上は使っているからもうないよということだっ

たんですけれども、哀れな戦艦・三笠でした。しかし、

その後、イギリス軍人と三笠保存会の努力で、廃艦と

なった同型艦のチリの軍艦のスクラップを利用して復

元されたということでございます。 

 時間がないので申しわけございません。これは今の

天皇陛下、美智子さんです。皇太子のときにここへ訪

れています。戦艦・三笠が復元してでき上がった後、

皇太子殿下と美智子妃殿下が御来艦され、私はタラッ

プを昇る美智子妃殿下を拝観したのを覚えています。 
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 取り急ぎすみません。以上です。 

○水沼氏 申しわけありませんでした。ありがとうご

ざいました。 

 それでは、もうお一方、発表が残っております。米

山さんにお願いしたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○米山氏 都市形成も、ガントリークレーンもすばら

しいですね。これほどの資源は他にはないのです。で

も、もっと全国は横須賀よりすばらしい。例えば、近

代化遺産などを残すという手法が、横浜もそうなので

すが全国各地で進んでいます。 

 今日「近代化遺産」と言う言葉が出てきていますが、

実は、これは文化庁が日本の近代化に貢献した産業・

交通・土木遺産のことを言っているのですけれども、

経済産業省では、近代化産業遺産と言って、土木学会

では選奨土木遺産です。機械学会では機械遺産と言っ

ていたかと思います。みんな呼び方が違うのです。一

方、世界では産業遺産、インダストリー・モニュメン

ツまたはヘリテイジと言っています。ですから日本だ

けがちょんまげを捨てて近代化したから「近代化遺

産」と言っています。これだけ覚えてください。 

 この近代化遺産は、全国にたくさんあり、国の登録

文化財になっているものは近代化遺産を含めて約１万

件です。横須賀で先日、文化興業が解体されたのは残

念ですね。だから横須賀がいくら威張っても、いいも

のがたくさんあると言っても、手当てがされていない

のです。磨いて光っていない。観光資源にもなってい

ない。地域活性化にもつながっていないというのが現

状なのです。ぜひこの現状を知っていただきたい。 

 今日は、事業者の皆さんが多いので、これだけは言

っておきますが、ぜひ今後も市民、行政、専門家、皆

さんが一丸となってきちんと手当てをしていかないと

横須賀に明日はないのです。 

 これからは観光の時代です。観光というのは国の光

を観ると読みます。国の光を観る。その光は何かとい

うと、地域にある地域遺産のことです。これが輝くと

国が光る。何で光るかというと、元気で明るく豊かに

なって経済が回る。住んでいる人が誇りを持って住み

続けられる。この結果、人が市外に転出することもな

くなります。 

 ですから、横須賀には皆さんの宝がまだたくさん眠

っています。ティボディエ邸もせっかく残しましたの

に、残念ながら部材で高校のどこかに眠っているそう

です。ぜひ募金でも集めて直したいと思っています。

ただ、市にやってくださいというだけではだめです。

皆さんもやらなきゃいけない。市民活動も専門家も企

業も一丸となってやらなければいけません。 

 

 それでは、全国の事例を10分でぱっと見せますから。 

 これはどこですか。 
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○－－ 小樽。 

○米山氏 さすが小樽人。これは私が若い時に保存で

失敗して半分しか残らなかった。自民党と共産党の戦

いになり、いつしか市民運動そっちのけになってしま

った。小樽市の市役所の部長が飛んできて、共産党の

味方をするのかと言われ調整しました。 

 

 小樽運河です。半分ですが、デザインして観光地に

なっている。そのかわり小樽市が反省して、歴史的建

造物の景観重要建築物に指定しました。ですからこれ

を大事にして人を呼びこんでいます。こういうものは

負の遺産ではないのです。役立てて磨いて輝かせなけ

ればいけないのです。 

 これは稚内にある、樺太に行く稚泊航路の港です。

美しいでしょ。 

 

これは、北海道江別のレンガ工場です。市が買い取

りました。江別はレンガの産地です。 

 

これは秋田県の小坂にあります小坂鉱山。ここは産

業観光と言われている。これはＪＲ東海の須田さんが

会長をやっていて、私もここの産業観光フォーラムで

講演をしましたけれども、これは小坂町の皆さんが一

丸となって残した明治時代の康
こう

楽館
らくかん

という劇場で重

要文化財です。 

 

 次は洋館の鉱山事務所。藤田組がつくっています。 

 

これも重要文化財。もっと凄いことに、鉱山で栄え

てきたのに、今どうだと言うと、きちんと残っている。

撮影：米山 淳一 

撮影：米山 淳一 撮影：米山 淳一 

撮影：米山 淳一 

撮影：米山 淳一 
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横須賀もそうです。きちんと残っている。生きている

ではないですか。ここに人が来るではないですか。み

んなが楽しくなる産業観光ということを小坂はやって

います。それは近代化遺産の町でもありますし、経産

省認定の産業近代化産業遺産の町でもあるということ

です。 

 これは岩手県小岩井牧場。小岩井牧場は近代化遺産

の中の近代農場です。 

 

 これらはレンガ造りの岩手銀行。これもみんな文化

財です。フォーラムをやりました。私は全国の近代化

遺産協議会の事務長をしていて、文化財に関するフォ

ーラムをずっとやってきました。 

 

 次です。山形の銀山温泉です。これも近代化遺産に

指定されています。 

木造３階建て住宅の大正建築です。 

 

 これはわかりますか。群馬県桐生市上毛電鉄の西桐

生駅舎です。桐生は織物と絹物で栄えて、その富の蓄

積で駅も洋風で上毛電鉄が建てたものです。登録文化

財に指定されています。 

 

 これはどこでしょうか。日本で新橋横浜間に明治５

年に鉄道が敷けました。そのとき走ったイギリス製蒸

気機関車です。 

 

撮影：米山 淳一 
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 鉄道博物館にあります重要文化財です。こういうの

を産業交通土木遺産と言います。 

碓氷峠。この橋がかかったから長野の生糸を横浜港

に運ぶことができました。今は安中市ですが、当時の

松井田町の町長は生産事業団から橋梁やトンネルを数

十個買い取って、全部重要文化財にしました。 

 

 現在は観光資源としてこのように歩けるようにする

計画をしています。ですから、整備して人がたくさん

来るわけです。鉄道ファンが見学したり、体験運転す

る。そういうことがこれから生きる道なのです。 

観光立市にしたのはいいですが、やることをやらな

ければだめです。もう他の都市はやっています。 

 ここはわかりますか。静岡の清水港です。 

テルファーと言えばクレーンですね。 

 

船から材木を揚げてクルクルと滑車に次ぐ設備です。

小さなガントリークレーンみたいなものです。 

 これどうですか。横須賀と似ていますが静岡の上水

道です。セセッション様式。これも登録文化財。近代

水道というのも大事なのです。 

 

 富山県の井波町にある加越能鉄道の井波駅舎です。

これも近代化遺産で最初の登録文化財です。こういう

古い駅舎も保存対象。現在も観光資源として観光案内

所として使っています。 

 

 これは金沢です。軍事というのは最先端の建築、土

木、機械の集積です。石川県が陸軍の兵器庫を3棟買

い取って、明治、大正、現在と石川県立歴史博物館に

変えたのです。 

 今、工事中。復元工事をやっています。これ、きれ

いでしょう。横浜よりよっぽどいいと思っています。 

 展示ケースをつくって、博物館として再利用という

使い方ができるんです。 
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 これは京都です。梅小路蒸気機関車館です。 

蒸気機関車を戻して国鉄が100周年でやったところ

になります。これも重要文化財です。鉄筋コンクリー

トの扇形車庫で、転車台と軌道を含めて重要文化財で

す。 

 

 これは南海電鉄の浜寺公園駅です。大手私鉄で初め

て国の登録文化財に指定されました。 

 

 これは、私が顧問をやっています若桜鉄道の駅舎や

関連施設23件ですが全部登録文化財にしました。 

鉄道をまるごと文化財にした後で甦り、人がいっぱ

い来て買い物して。地域のおばあさんがおみやげを作

って売れて大変でした。 

 

 これはアールデコ調の出雲大社前駅。 

映画「RAILWAYS～49歳で電車の運転士になった男の

物語～」の舞台になっていた一畑電鉄の駅舎です。こ

れが文化財。これで売っているのです。 
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これはJR四国の善通寺駅舎。国の登録文化財にしま

した。 

 

 これは三池炭鉱。「月が出た出た月が出た」の三池

炭鉱。これも重要文化財です。これは巻揚機。 

 これは筑後川昇開橋といって、上がり下がりする鉄

道の昇降式可動鉄橋。船が来ると上がるもの。 

 

もう廃線になっているので列車は走らずに線路だけ

です。 

ですが地域の人は昔を忘れられず、これを上げてく

れ、下げてくれと云う。それが大事なのです。それが

地域の皆さんの資源であり宝です。現在は上げる時間

が決まっていて、書いてあります。 

このように佐賀市と福岡県大川市が結託して筑後川

昇開橋観光財団をつくっているということです。 

これは長崎のドック。五島の教会。重要文化財。 

これもみんな近代化遺産。福江島の教会、重要文化

財です。 

 

 東京駅。重要文化財です。なぜ東京駅が重要文化財

か知っていますか。修理には、空中権の移転というの

をやりました。その空中権を三菱地所に売ったお金で

重要文化財の修理をやったのです。 

 

 これはどこですか。京急金沢八景駅です。元の湘南

電鉄の変電所です。 

 

[写真] ブラフ積み 
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湘南電鉄、すごいですよ。日本一ですから。今でも

快速特急のウイング号で走らせている2100型は、湘南

電鉄のＤＮＡが生きていてそのまま守っている。それ

だけ横須賀は電車もすごいということです。 

 金沢八景の南を湘南というんです。水沼さん、茅ヶ

崎に住んでいていつもけんかになるのですけれども、

あっちは第二湘南です。みんな言っているのは、亀井

さんが言っていたトータルが凄いこと。何が凄いか、

日本で初めてのコンクリートブロックを積んだ複線ト

ンネルです。湘南電車はお金をかけていました。 

 上町に行くと、近代化遺産。上町へ行くと看板建築

がある。実はこの看板建築の街並みは珍しく、横須賀

には大変よく残っています。 

 

 看板ではないですがこれは石造り。人造の石です。

こちらが震災後の横浜と同じブラフ積みの本物の石。 

 

これは人造石ですけれども、こういう土木遺構です。 

この上町のような看板建築はどこにでもあるかとい

うとなかなかないものです。これは文化庁の重要伝統

的建造物群保存地区になります。 

それを早くやるべきだと横須賀市に毎回言っていま

すが横須賀市は全然意味がわからないから困ります。 

それとお祭りのみどり屋。こんなところ日本のどこ

にもないのに、本当です。全国を調査、講演に行って

旅して仕事をしていますがこんなところないです。そ

れがわからないというのは悲しいです。 

 

 このたび、猿島の砲台、千代ケ崎砲台、要塞が国の

史跡に指定されました。重要文化財はあのハンマーも

ありますね。 

 それから世界遺産。今、安倍首相が北九州と山口の

産業革命遺産というのをやっている。これはまずいか、

本当は。この件は内閣府から上げているのですけれど

も、イコモス（国際記念物遺跡会議）は本当ならば文

化庁がやらなければならない。ですから、山口、九州

がいかに日本の近代化に貢献したまちかということを

言いたい。 

 何で横須賀が入らないのか。本当は横須賀が入らな

いとだめなのです。近代化の原点は横須賀なのだから。

だから横須賀のこういうものをぜひ世界文化遺産に登

録すべきだと思います。 

以上です。 

○水沼氏 ありがとうございます。 

 最後ですけれども、一言ずつ、今、米山さんがおっ

撮影：米山 淳一 
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しゃったような、横須賀をこれからどうしていったら

いいのか。熱い思いを一言に込めてお願いしたいと思

います。 

○菊地氏 横須賀はかなりこれから注目度も集まって

いくとは思うのですが、遺産というものをきちんと残

して活用されていくということも、やっぱり進んでい

かないといけないのかなというように思います。 

○水沼氏 ありがとうございます。 

○亀井氏 私はやはり横須賀のまちの産業の光と影の

話をしましたけれども、やはり光と影というのはまち

の個性だと思います。 

人の個性というのも、その人の個性が魅力であるよ

うに、まちの個性というのは光と影があります。横須

賀の光と影の個性をぜひまちの魅力に還元していきた

いなというふうに考えています。 

○水沼氏 ありがとうございます。 

○長島氏 消えゆく景観と、それから努力して修復で

きた景観とあります。 

ともかく努力もしながら景観を保って、これは市だ

けじゃなくて皆さん市民の力をお借りしてやっていけ

ばよろしいんじゃないかと思います。 

○水沼氏 ありがとうございました。 

○山本氏 米山さんが産業遺産の話をしていました。

横須賀は産業観光の始まりの地です。軍港の中を見せ

たんです。それで明治のまだ鉄道が敷けていない時期

に、毎日毎日、数百人のお客さんが来て泊まっていっ

たんです。それは新しい技術を見せたからなんです。 

産業遺産をまた振り返って見せる。これこそが横須

賀にあるべきものだと思います。 

 ぜひ、ベースの１、２、３のドックを我が横須賀に。

これが今年の活動です。よろしくお願いします。 

 

○米山氏 横須賀製鉄所は日本の近代化の先駆者だ。

今日それだけ。誇りを持って先駆者と言ってください。

お願いいたします。 

○水沼氏 私も一言。これだけすばらしいと皆さんが

言っているので、自信を持って横須賀を発信していき

ましょう。こんなに素敵なまちは、日本中探してもな

いとみんなが思い込まない限り、一体誰が思ってくれ

るんでしょうか。 

ちょっと古いですが、それをやるのはいつなのって

言うと、去年の言葉で言うと「今でしょ」と。これに

なると思います。ぜひ横須賀を皆さんで盛り上げてい

きたいと思います。 

 今日はこれで都市景観フォーラムを終わりにしたい

と思います。 

 残念ながらフロアからのご意見をいただくことがで

きませんでした。終了時間を守れというふうに言われ

ておりますので、これで今回のこのシンポジウムを終

わりにしたいと思います。 

 ありがとうございました。（拍手） 

 



よこすか都市景観協議会 
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ミーズ設計連合協同組合 

公益社団法人 神奈川県宅地建物取引業協会横須賀三浦支部 

公益社団法人 全日本不動産協会神奈川県本部横須賀支部 
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・一般社団法人 横須賀建設業協会 

・横須賀建工同志会協同組合 

・一般社団法人 横須賀三浦建設協会 

・横須賀電気工事協同組合 

・横須賀管工事協同組合 

・横須賀緑化造園協同組合 
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・測新会 

公益社団法人 横須賀青年会議所 

東芝ライテック株式会社横須賀事業所 

横須賀商工会議所 

横須賀市 
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神奈川県横須賀土木事務所 

東京ガス株式会社横浜支店 
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横須賀市都市部市街地整備景観課 
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